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叢
書
序

　
本
叢
書
は
洽
ね
く
大
家
の
手
に
成
る
も
の
、
或
は
青
年
の
必
讀
書
と
し
て
世
に
傳
は
る
も
の
ゝ
中
よ
り
、

其
内
容
文
章
共
に
英
文
の
至
珍
と
す
べ
く
、
特
に
我
青
年
諸
氏
に
利
益
と
快
樂
と
を
與
ふ
る
も
の
を
撰
拔

せ
り
。

　
英
語
を
學
ぶ
に
當
り
、
文
法
字
義
を
明
か
に
し
、
所
謂
難
句
集
に
見
る
如
き
短
文
を
攻
究
す
る
の
要
あ

る
は
云
ふ
ま
で
も
な
し
と
雖
も
、
亦
可
成
多
く
一
篇
を
成
せ
る
名
家
の
著
を
讀
み
、
英
文
に
對
す
る
趣
味

を
養
ひ
、
不
知
不
識
其
の
豐
富
な
る
語
類
成
句
に
習
熟
す
る
こ
と
を
怠
る
べ
か
ら
ず
。
前
者
は
專
ら
學
課

と
し
て
教
師
の
指
導
に
待
つ
べ
き
も
、
後
者
は
學
生
諸
子
自
ら
講
學
の
餘
暇
を
利
用
し
て
之
を
心
掛
く
べ

き
な
り
。
著
者
等
は
親
し
く
學
生
諸
子
に
接
し
、
教
場
以
外
獨
習
の
助
け
と
な
る
べ
き
も
の
ゝ
要
求
を
知

れ
り
、
是
れ
本
叢
書
刊
行
の
企
あ
る
所
以
に
し
て
、
其
冊
子
の
小
な
る
も
諸
子
が
携
帶
の
便
を
計
り
た
れ

ば
な
り
。

　
直
譯
な
る
も
の
及
び
之
れ
と
密
接
の
關
係
あ
る
不
完
全
な
る
和
譯
英
字
書
の
譯
語
を
其
儘
に
用
う
る
の

弊
害
世
に
知
ら
れ
て
、
英
學
界
の
呪
詛
と
な
り
た
れ
ど
も
、
單
に
代
名
詞
、
助
動
詞
等
の
譯
し
振
り
を
變
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じ
た
る
の
み
に
し
て
、
種
々
の
事
情
よ
り
此
弊
未
だ
一
掃
せ
ら
れ
ず
、
此
形
式
的
譯
法
は
原
文
の
意
義
を

發
揮
す
る
に
於
て
甚
だ
不
完
全
の
み
な
ら
ず
、
諸
子
一
度
此
習
癖
に
染
ま
ば
修
學
上
の
害
測
り
知
る
べ
か

ら
ざ
る
も
の
あ
ら
ん
。
又
之
れ
と
全
く
反
對
の
自
由
な
る
意
譯
法
は
、
單
に
譯
文
と
し
て
見
る
時
は
兎
に

角
、
諸
子
が
修
學
の
助
け
と
し
て
遺
憾
甚
だ
多
し
。
著
者
等
は
原
文
の
成
句
成
文
を
單
位
と
し
て
其
意
義

を
十
分
に
譯
出
し
、
邦
語
の
語
法
の
許
す
限
り
は
原
文
の
一
語
を
も
忽
か
せ
に
せ
ざ
ら
ん
こ
と
を
努
め
、

且
つ
譯
文
中
に
屡
々
原
文
を
揷
入
し
て
譯
文
と
の
關
係
を
示
し
、
又
其
揷
入
の
原
文
は
直
ち
に
和
文
英
譯

の
參
考
た
ら
ん
こ
と
に
意
を
用
ゐ
た
り
。
盖
し
是
れ
至
難
の
業
、
茲
に
は
著
者
等
の
意
の
あ
る
所
を
一
言

し
、
如
何
に
之
れ
に
成
功
し
た
る
か
は
諸
子
の
判
斷
に
委
せ
ん
と
す
。

　
最
後
に
諸
子
の
注
意
を
促
さ
ん
に
、
原
文
と
譯
文
と
を
對
照
し
て
其
意
義
を
解
し
た
る
の
み
に
放
擲
せ

ば
、
諸
子
の
惱
中
に
留
ま
る
は
恐
ら
く
譯
文
に
し
て
原
文
に
あ
ら
ざ
ら
ん
、
是
れ
英
文
を
讀
む
と
稱
す
る

も
其
實
邦
文
を
讀
み
た
る
も
の
な
り
。
著
者
等
は
諸
子
に
切
言
す
、
相
對
照
し
て
其
意
義
を
明
か
に
し
た

る
後
更
に
原
文
の
み
を
數
回
音
讀
し
て
其
印
象
を
得
ら
れ
ん
こ
と
を
、
且
つ
譯
文
に
よ
り
て
和
文
英
譯
を

試
み
ら
れ
な
ば
頗
る
有
益
の
練
習
と
な
り
、
著
者
等
が
此
微
々
た
る
盡
力
を
最
大
に
利
益
に
應
用
す
る
も

の
と
云
ふ
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
譯
註
者
識
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注
意

　
譯
解
の
都
合
上
原
書
の
一
パ
ラ
グ
ラ
フ
を
幾
段
に
も
分
つ
の
必
要
を
生
ぜ
り
、
但
し
段
落
の
初
行
を
一

字
劃
右
に
寄
せ
た
る
が
原
書
に
於
け
る
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
始
め
と
知
る
べ
し
。
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本
篇
緒
言

　
譯
者
は
本
叢
書
第
六
篇
『
無
人
島
日
記
』
の
緒
言
に
於
て
、
『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
、
ク
ル
ー
ソ
ー
漂
流
記
』

は
冐
險
的
、
商
業
的
、
實
際
的
な
る
ア
ン
グ
ロ
サ
キ
ソ
ン
の
特
性
を
具
體
に
し
た
る
も
の
な
る
こ
と
を
云

へ
り
。
然
れ
ど
も
是
等
の
特
色
は
未
だ
以
て
偉
大
な
る
國
民
を
形
成
す
る
に
足
ら
ず
、
更
に
個
人
の
品
性

を
堅
實
に
し
、
國
民
の
理
想
を
高
遠
な
ら
し
む
る
、
道
徳
的
、
靈
性
的
勢
力
の
大
な
る
も
の
あ
る
を
要
す
。

譯
者
は
茲
に
本
篇
『
ア
ー
サ
ー
王
物
語
』
に
於
て
、
ア
ン
グ
ロ
サ
キ
ソ
ン
人
種
を
し
て
眞
に
偉
大
な
る
國

民
た
ら
し
め
た
る
、
更
に
重
要
に
し
て
根
本
的
な
る
其
性
格
理
想
の
幾
分
を
諸
子
に
紹
介
す
る
の
機
を
得

た
る
を
悦
ぶ
。

　
ア
ー
サ
ー
王
圓
卓
士
の
物
語
は
、
五
世
紀
の
半
ば
よ
り
數
世
紀
に
亘
れ
る
、
ブ
リ
ト
ン
、
ア
ン
グ
ロ
サ

キ
ソ
ン
、
兩
人
種
が
苦
鬪
中
の
事
蹟
に
起
原
し
、
十
二
世
紀
の
半
ば
頃
初
め
て
ヂ
ヨ
フ
レ
ー
、
オ
ブ
、
マ

ン
マ
ス
の
『
ブ
リ
ト
ン
王
列
傳
』
中
に
記
さ
れ
た
る
も
の
正
確
な
る
歴
史
的
考
證
を
欠
く
と
雖
も
、
不
思

議
に
も
、
ア
ン
グ
ロ
サ
キ
ソ
ン
人
種
の
武
士
道
的
理
想
は
此
漠
然
た
る
ケ
ル
テ
ィ
ツ
ク
王
の
口
碑
を
藉
り

て
表
現
し
、
ア
ー
サ
ー
王
物
語
は
、
恰
も
彼
の
煙
の
如
き
星
雲
が
幾
百
千
年
の
時
を
經
て
次
第
に
爛
然
た
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る
星
宿
と
な
る
が
如
く
、
屡
々
詩
と
な
り
文
と
な
り
、
マ
ロ
ー
リ
ー
の
散
文
（M

orte D
'A

rthur

）
に
映

じ
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
詩
（Faerie Q

ueene

）
に
輝
き
、
將
さ
に
ミ
ル
ト
ン
の
エ
ピ
ツ
ク
（epic

）
と
な
ら

ん
と
し
て
果
さ
ず
、
終
に
十
九
世
紀
の
大
詩
人
テ
ニ
ソ
ン
卿
の
靈
筆
に
よ
り
て The Idylls of the K

ing 

と
な
り
、
文
學
界
の
不
滅
な
る
明
星
と
し
て
天
下
の
人
其
光
芒
を
仰
ぐ
に
至
れ
り
。

　
本
篇
は
、
『
十
九
世
紀
の
理
想
を
以
て
詠
じ
た
る
武
士
道
詩
』
と
稱
せ
ら
る
る
此 The Idylls of the K

ing 

の
梗
概
の
一
部
也
。
紙
數
限
り
あ
り
て
其
全
體
を
對
譯
す
る
能
は
ざ
る
を
憾
み
と
す
れ
ど
も
、
本
篇

の
收
む
る
所
亦
自
ら
一
の
物
語
を
成
せ
り
。
以
て
英
國
武
士
道
の
一
班
を
窺
ふ
を
得
べ
く
且
つ
諸
子
が
後

日
テ
ニ
ソ
ン
の
原
作
を
閲
讀
す
る
の
手
引
と
な
す
に
足
ら
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
譯
註
者
識
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青
年
英
文
學
叢
書
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ア
ー
サ
ー
王
物
語
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　G

A
R

ETH
 A

N
D

 LY
N

ETTE.
　
　

　
　
　
　
ゲ
ー
レ
ス
と
リ
ネ
ツ
ト
の
卷

　
　

　It w
as in the old days of England, w

hen instead of one K
ing, there w

ere m
any, w

ho divided the c

ountry betw
een them

, and constantly m
ade w

ar upon each other, to increase their possessions.

（
譯
）
之
れ
は
英
吉
利
の
昔
し
の
話
（it w

as in the old days of England

）
、
國
に
一
王
の
今
と
は
違

ひ
（w

hen instead of one king

）
國
土
を
分
つ
數
多
の
君
々
あ
つ
て
（there w

ere m
any, w

ho divided t

he country betw
een them

）
、
己
が
領
地
を
擴
め
や
う
と
（to increase their possessions

）
干
戈
を
交

え
ぬ
日
は
な
か
つ
た
（constantly m

ade w
ar upon each other

）
。

　The noblest of all these K
ings w

as A
rthur. H

e w
as the son of U

ther Pendragon, and he succeeded

 to the throne at a very early age, though not w
ithout great trouble, as the knights and barons said th
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ey w
ould not be ruled over by a 

〝beardless boy,

〞 and if he w
anted his crow

n he m
ight fight for it

.  H
ow

ever, by the aid of an old m
an nam

ed M
erlin, w

ho w
as supposed to have m

agic pow
ers, the r

ising insurrection w
as stopped, and young K

ing A
rthur w

as crow
ned w

ith great pom
p in London.

（
譯
）
是
等
諸
王
の
最
も
尊
ふ
と
き
は
ア
ー
サ
ー
王
で
あ
る
、
ユ
ー
サ
ー
、
ペ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
の
子
に
し
て

弱
冠
に
し
て
（at a very early age

）
王
位
を
繼
ぎ
た
る
が
、
領
内
の
士
、
貴
族
共
、
何
條
『
無
髯
の
小

童
（
こ
わ
ら
べ
）
』
が
配
下
に
立
た
う
や
（w

ould not be ruled over by a 

〝beardless boy

〞
）
、
王

冠
欲
し
く
ば
（if he w

anted
）
劍
の
先
で
取
つ
て
見
よ
（he m

ight fight for it

）
と
云
ふ
勢
ひ
（as

…
…

said

）
、
其
困
難
一
方
な
ら
ず
で
あ
つ
た
（not w

ithout great trouble

）
。
さ
れ
ど
も
、
マ
ー
リ
ン
と
云

へ
る
、
不
思
議
の
術
あ
り
と
思
は
れ
た
る
（w

ho w
as supposed to have m

agic pow
ers

）
一
老
翁
の
助

力
に
依
つ
て
、
起
り
立
つ
叛
亂
茲
に
鎭
ま
り
（the rising insurrection w

as stopped

）
、
年
若
き
ア
ー
サ

ー
王
は
儀
式
盛
か
ん
に
（w

ith great pom
p

）
龍
動
に
て
王
冠
を
戴
く
事
に
な
つ
た
。

　The K
ing proved him

self able not only to take the crow
n, but to keep it, and the other K

ings foun

d they had to be very respectful to him
, and very careful not to encroach on his boundaries.

（
譯
）
此
王
、
唯
に
王
冠
を
獲
る
の
み
か
之
を
保
有
す
る
の
力
あ
る
こ
と
明
か
に
な
つ
て
（proved him

s
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elf able

）
、
他
の
王
達
も
心
し
て
彼
を
敬
し
（to be very respectful to him

）
、
苟
め
に
も
其
の
國
境
を

侵
し
て
は
な
ら
ず
（very careful not to encroach on his boundaries

）
と
思
ひ
知
つ
た
（found

）
。

　For the encouragem
ent of feats of arm

s and all sorts of bravery, he founded the brotherhood of th

e K
nights of the R

ound Table, and any m
an w

ho w
ished to join it had first to prove his w

orth in tou

rnam
ent or fight.  They had also to take this oath: --

（
譯
）
武
藝
を
練
り
義
勇
の
行
を
勵
ま
さ
ん
と
（for the encouragem

ent of feats of arm
s and all sorts 

of bravery

）
王
は
圓
卓
士
の
義
團
を
建
て
（he founded the brotherhood of the K

nights of the R
ound 

Table

）
、
苟
も
之
れ
に
加
ら
う
と
す
る
も
の
は
試
合
な
り
實
戰
な
り
先
づ
其
の
力
を
證
す
べ
き
も
の
と

定
め
た
（had first to prove his w

orth
）
。
勇
士
等
は
又
斯
く
誓
言
を
立
つ
べ
き
で
あ
つ
た
、
　

　
“To reverence the K

ing as if he w
ere

　Their conscience, and their conscience as their K
ing;

　To break the heathen, and uphold the C
hrist;

　To ride abroad redressing hum
an w

rongs;
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　To speak no slander, no, nor listen to it;
　To honour his ow

n w
ord, as if his G

od's;
　To love one m

aiden only, cleave to her,

　A
nd w

orship her by years of noble deeds,

　U
ntil they w

on her.

”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
譯

　
我
等
が
尊
ふ
と
む
王
は
我
等
の
良
心
、

　
我
等
が
重
ん
ず
る
良
心
は
我
等
の
王
。

　
邪
教
を
挫
き
、
基
督
を
奉
じ
。

　
出
で
ゝ
人
の
寃
苦
を
救
ひ
。

　
誣
言
を
語
ら
ず
、
誣
言
に
聽
か
ず
。

　
神
の
言
の
如
く
我
言
を
守
り
。

　
一
人
の
少
女
を
愛
し
て
心
移
さ
ず
、

　
其
愛
を
得
る
ま
で
、
義
勇
の
功
幾
年
を
積
ん
で
、

　
我
戀
人
に
奉
ず
べ
し
。
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（
註
）To reverence the K

ing 

よ
り as their K

ing 

ま
で
文
字
通
り
に
す
れ
ば
、
王
が
彼
等
の
良
心
な
る

が
如
く
王
を
尊
重
し
、
又
彼
等
の
良
心
が
彼
等
の
王
な
る
如
く
良
心
を
尊
重
す
べ
し
（to reverence their

 conscience as their K
ing

＝to reverence their conscience as if it w
ere their K

ing

）
、
即
ち
此
圓
卓
士

の
義
團
は
王
の
指
導
に
從
ふ
こ
と
自
己
の
良
心
の
指
導
に
從
ふ
如
く
し
、
又
自
己
の
良
心
の
指
揮
を
重
ん

ず
る
こ
と
王
の
權
威
に
服
す
る
が
如
く
す
べ
き
の
義
に
し
て
、
此
段
忠
君
赤
誠
の
精
神
を
表
明
せ
る
も
の

也
。

　To break 

よ
り the C

hrist 
ま
で
譯
文
の
如
く
別
に
字
解
を
要
せ
ざ
る
が
、
是
れ
所
謂
破
邪
顯
正
の
誓

ひ
を
表
明
し
た
る
も
の
。

　To ride 

よ
り hum

an w
rongs 
ま
で
は
文
字
通
り
に
は
、
人
の
寃
苦
を
救
濟
し
つ
ゝ
遠
く
騎
り
出
づ
べ

し
、
也
。
我
封
建
時
代
と
同
じ
く
諸
侯
各
所
に
割
據
し
て
戰
を
常
と
し
、
治
安
下
に
布
か
ず
、
野
武
士
強

盜
の
類
横
行
し
て
良
民
堵
に
安
ん
ぜ
ず
、
殊
に
老
幼
婦
女
の
奇
禍
に
罹
か
る
も
の
頗
る
多
し
、
武
者
修
行

と
稱
し
て
諸
國
を
遍
歴
し
其
の
難
を
救
ふ
を
以
て
心
あ
る
武
士
の
務
め
と
な
し
た
り
、
是
れ
所
謂
強
き
を

挫
き
弱
を
助
く
る
義
侠
の
精
神
を
表
明
す
る
も
の
。

　To speak

…
…listen to it 

は
字
義
の
解
釋
を
要
せ
ざ
る
べ
き
も
、
是
れ
佛
教
の
所
謂
不
妄
語
戒
に
含
有

す
る
も
の
に
て
、
英
語
に
謂
ふ justice

（
不
十
分
な
が
ら
、
公
正
と
か
正
義
と
か
譯
す
べ
き
も
の
）
の
精
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神
を
表
明
せ
る
も
の
也
。

　To honor 

よ
り G

od's 

に
至
る
一
行
は
、
武
士
に
二
言
な
し
の
精
神
也
。

　To love
…
…w

on her 

の
三
行
の
中
、cleave to her 

は
愛
す
る
女
に
我
愛
を
傾
け
て
變
わ
ら
ざ
る
の
意
、

w
orship her by years of noble deeds 

は
幾
年
高
義
の
行
爲
を
以
て
戀
人
に
誠
を
表
す
と
云
ふ
の
義
也
。

此
三
行
は
武
士
の
婦
人
を
尊
敬
す
る
精
神
且
つ
一
夫
一
婦
の
主
義
を
表
明
し
た
る
も
の
、
英
詩
人 D

ryde

n 

の A
lexander's Feast 

な
る
詩
中
に

　
　H

appy, happy, happy pair!

　
　
　N

one but the brave,

　
　
　N

one but the brave,

　
　N

one but the brave deserves the fair!

　
　
愛
で
た
き
、
愛
で
た
き
、
愛
で
た
き
配
偶
！

　
　
　
勇
士
の
外
に
何
人
も
、

　
　
　
勇
士
の
外
に
何
人
も
、

　
　
佳
人
の
良
耦
は
唯
勇
士
の
み
！

と
云
へ
る
如
く
當
時
の
武
士
等
は
其
の
勇
侠
の
行
爲
を
以
て
美
人
の
心
を
得
、
美
人
は
又
勇
侠
な
る
武
士
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を
以
て
男
の
花
と
な
し
た
り
、
さ
れ
ば
戀
愛
と
冐
險
と
を
骨
子
と
せ
る
彼
の rom

ance 

な
る
も
の
は
主
と

し
て
此
等
の
事
蹟
を
傳
ふ
。

　
譯
者
曰
く
、
此
條
の
解
説
冗
長
に
似
た
る
も
、
是
れ
英
國
武
士
道
の
精
髓
を
記
し
た
る
も
の
、
本
篇
の

原
書
と
も
見
る
べ
き Tennyson 

の Idylls of the K
ing 

は
此
精
神
を
具
體
に
示
し
ゝ
も
の
に
し
て
、
本

篇
を
解
す
る
の
鍵
な
る
を
以
て
煩
を
厭
は
ず
特
に
讀
者
の
注
意
を
促
さ
ん
と
す
る
の
老
婆
心
也
、
讀
者
諒

せ
よ
。

　The fam
e of the Table R

ound w
as spread far and w

ide, and the secret am
bition of m

any a young 

m
an w

as that som
e day he m

ight be found w
orthy to join it.

（
譯
）
圓
卓
團
の
名
聲
（the fam

e of the Table R
ound

）
遍
ね
く
聞
こ
え
渡
つ
て
（w

as spread far and

 w
ide

）
、
許
多
の
青
年
、
い
つ
か
は
（som

e day
）
其
座
に
連
な
る
の
譽
れ
を
得
ん
も
の
を
と
（he m

ig

ht be found w
orthy to join it

）
心
密
か
に
大
望
を
懷
い
た
（the secret am

bition

）
。

（
註
）the secret am

bition 

よ
り
終
ま
で
文
字
通
り
に
は
、
幾
多
の
青
年
の
秘
め
た
る
大
望
は
已
れ
何
日

か
は
之
れ
に
加
は
る
の
人
物
と
知
ら
れ
度
き
事
で
あ
つ
た
、
也
。
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　There w
as a youth nam

ed G
areth, w

ho lived at hom
e w

ith his m
other, w

ho w
as Q

ueen of O
rkney

.  H
e w

as m
uch the youngest of all the boys, and his m

other clung to him
 and w

anted to keep him
 w

ith her as long as she could, especially as her husband, old K
ing Lot, w

as childish and paralyzed, an

d could not help her in any w
ay.

（
譯
）
偖
此
處
に
一
人
の
若
者
あ
り
、
名
を
ゲ
ー
レ
ス
と
呼
ば
れ
、
家
に
在
つ
て
（at hom

e

）
其
の
母

オ
ル
ク
ニ
ー
の
王
妃
と
共
に
住
ま
つ
て
居
た
。
此
若
者
は
兄
弟
中
遙
か
に
年
の
違
ふ
末
の
子
で
（he w

as 

m
uch the youngest of all the boys

）
、
母
は
此
兒
に
愛
着
し
（clung to him

）
、
何
時
迄
も
（as long 

as she could

）
己
が
手
許
に
置
か
う
と
し
た
（w

anted to keep him
 w

ith her

）
、
取
り
分
け
（especiall

y

）
其
の
夫
（
つ
ま
）
ロ
ツ
ト
王
年
老
ひ
て
小
供
に
歸
へ
り
（w

as childish

）
、
中
風
に
成
つ
て
手
足
が

利
か
ず
（paralyzed

）
、
何
の
用
に
も
立
た
な
か
つ
た
（could not help her in any w

ay

）
の
で
。

　B
ut the boy's one idea w

as to go to the C
ourt, w

in great fam
e for him

self, and be one of the splen

did Table R
ound.  H

e w
as alw

ays begging his m
other to let him

 go, and she alw
ays had som

e good 

reason w
hy he should stay at hom

e.  Som
etim

es she said he w
as too young, at others that it w

as cru

el to leave her alone.  Still, day after day he persisted, and she began to see that he w
as grow

ing m
o
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ody and discontented.
（
譯
）
然
る
に
若
者
は
王
城
に
上
り
（to go to the C

ourt

）
、
大
に
名
を
揚
げ
て
（to w

in great fam
e f

or him
self

）
譽
れ
高
き
圓
卓
の
一
勇
士
に
な
ら
う
と
（to be one of the splendid Table R

ound

）
只
管

に
思
ひ
込
ん
だ
（one idea w

as

…
…
）
。
ゲ
ー
レ
ス
は
常
に
母
に
暇
を
乞
ふ
て
止
ま
な
か
つ
た
（w

as al

w
ays begging

…
…to let him

 go

）
が
、
母
は
又
何
と
か
道
理
（
こ
と
は
り
）
を
説
い
て
何
時
も
彼
を
家

に
引
き
留
む
る
の
で
あ
る
（she alw

ays had som
e good reason w

hy he should stay at hom
e

）
母
は
、

ゲ
ー
レ
ス
が
餘
り
に
若
し
と
云
ふ
こ
と
も
あ
り
（som

etim
es

）
、
ま
た
（at others

）
母
を
一
人
殘
す
の

は
無
情
（
つ
れ
な
い
）
仕
打
ち
（w

as cruel

）
と
云
ふ
こ
と
も
あ
る
。
で
も
ゲ
ー
レ
ス
は
毎
日
切
求
（
せ

が
ん
）
で
止
ま
ず
（day after day he persisted

）
、
し
て
彼
が
（
日
増
し
に
）
機
嫌
惡
る
く
（m

oody

）

不
平
に
（discontented

）
成
り
行
く
（grow

ing

）
の
に
母
は
氣
が
付
い
た
（began to see that

…
…
）
。

　So, poor w
om

an, she hit on a plan w
hich she hoped w

ould settle it once for all.  She w
ould tell hi

m
 he m

ight go, but on one condition--that condition should be an im
possible one; and so the next ti

m
e G

areth began to beg and im
plore her not to keep him

 w
asting his youth at hom

e, she said:

（
譯
）
母
は
之
れ
に
困
う
じ
果
て
（so, poor w

om
an

）
、
一
計
を
思
ひ
付
き
（hit on a plan

）
そ
れ
で

18アーサー王物語



（w
hich

）
す
つ
ぱ
り
（once for all

）
此
事
が
片
付
か
う
と
望
み
を
掛
け
た
（hoped to settle it

）
。

（
し
て
心
に
思
ふ
た
に
、
）
行
く
も
可
し
（he m

ight go

）
、
但
し
（but

）
一
つ
の
約
束
あ
り
（on one 

condition
）
と
ゲ
ー
レ
ス
に
云
は
う
（w

ould tell

）
　
　
其
約
束
は
と
て
も
出
來
な
い
も
の
に
し
や
う

（should be an im
possible one

）
。
斯
く
て
ゲ
ー
レ
ス
が
又
も
（the next tim

e

）
、
己
れ
を
家
に
止
め

て
盛
り
の
年
を
空
だ
に
せ
ぬ
や
う
（not to keep him

 w
asting his youth at hom

e

）
切
り
に
母
に
乞
ひ
求

む
る
や
（began to beg and im

plore

）
、
母
は
云
ふ
た
、
　
　

　
　
“
‘A

y, go then, an ye m
ust: only one proof,

　
　B

efore thou ask the K
ing to m

ake thee knight,

　
　O

f thine obedience and thy love to m
e,

　
　Thy m

other--I dem
and.

’

　
　A

nd G
areth cried,

　
　
‘A

 hard one, or a hundred, so I go.

　
　N

ay!--quick--the proof to prove m
e to the quick!

’
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
譯
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『
是
非
と
な
ら
ば
行
く
も
可
し
、

唯
一
つ
、
王
に
求
め
て
士
と
な
る
に
先
ち
、

母
に
對
す
る
孝
と
愛
と
の
證
か
し
を
見
た
し
。
』

ゲ
ー
レ
ス
は
叫
び
ぬ
、

『
如
何
な
る
證
か
し
に
て
も
、
一
つ
と
云
は
ず
、

百
の
證
か
し
も
、
行
け
だ
に
す
れ
ば
、

い
ざ
　
　
早
く
　
　
命
ち
の
限
り
、

我
心
證
か
す
證
か
し
を
す
べ
し
。
』

（
註
）A

y

＝yes.  then 

は
ゲ
ー
レ
ス
の
願
ひ
を
聽
き
終
つ
て
夫
れ
に
應
ず
る
言
葉
に
て
『
然
ら
ば
』
の

意
、an ye m

ust

＝if you m
ust go.  only one proof 

よ
り I dem

and 

に
至
る
文
字
の
順
序
は before tho

u ask the K
ing to m

ake thee K
night, I dem

and only one proof of thine obedience and love to m
e, th

y m
other 

と
な
り
、
文
字
に
從
つ
て
譯
す
れ
ば
、
汝
が
ア
ー
サ
ー
王
に
己
れ
を
士
に
せ
ん
こ
と
を
求
む
る

に
先
ち
、
母
た
る
我
に
對
す
る
汝
が
孝
と
愛
と
の
唯
一
つ
の
證
據
を
我
は
要
求
す
、
と
な
る
、
但
し thin

e obedience 

は thy obedience 

（
＝your obedience

） 
な
る
を
音
調
の
爲
め
變
じ
た
る
な
り
。so I go

＝so that 

（
＝if

＝provided

） I m
ay go.  the proof to prove m

e to the quick

＝I w
ill give you the pr
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oof, etc. 

　
　
我
が
御
身
に
對
す
る
孝
と
愛
と
を
證
す
る
爲
め
に
は
如
何
な
る
辛
ら
き
證
據
に
て
も
立
つ

る
こ
と
を
辭
せ
ず
、
の
意
。

　A
nd w

hat do you think the test w
as?  That he w

as to go in disguise to the C
ourt and ask leave to 

serve in the kitchen, in return for his food; not to tell his nam
e, how

ever m
uch he m

ight be pressed, 

and to stay in that position for tw
elve m

onths and a day.  Truly a hard condition for any young m
an 

of spirit.

（
譯
）
し
て
其
試
め
し
は
何
事
で
あ
つ
た
ら
う
（w

hat do you think the test w
as?

）
。
そ
れ
は
ゲ
ー
レ

ス
が
身
を
窶
し
て
（in disguise
）
王
宮
に
趣
き
、
其
の
食
ひ
扶
持
の
償
ひ
に
（in return for his food

）

臺
所
奉
公
を
願
ひ
出
で
（ask leave to serve in the kitchen

）
、
ど
う
迫
ま
ら
れ
や
う
と
も
（how

ever 

m
uch he m

ight be pressed

）
其
の
名
を
明
か
さ
ず
、
十
二
ヶ
月
と
一
日
の
間
は
同
じ
勤
め
を
し
て
居
ね

ば
な
ら
ぬ
（to stay in that position

）
と
云
ふ
の
で
あ
つ
た
。
苟
も
氣
象
勝
ぐ
れ
た
若
者
に
は
（for any 

young m
an of spirit

）
眞
に
辛
ら
き
約
束
で
あ
る
。

　G
areth thought for a w

hile, and then accepted the condition.  
〝For,

〞 said he, 

〝the thrall in per
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son m
ay be free in soul.  A

nd I shall see the jousts.

〞  The Q
ueen w

as very sorry she had yielded so

 far as to m
ake a condition; she had hoped that G

areth w
ould refuse indignantly; but the m

ischief w

as done.

（
譯
）
ゲ
ー
レ
ス
も
少
時
（
し
ば
し
）
は
考
へ
て
そ
し
て
其
の
約
束
を
承
諾
し
た
。
『
身
は
奴
隷
で
も
心

に
自
由
な
か
ら
う
や
（for the thrall in person m

ay be free in soul

）
。
し
て
馬
上
の
試
合
ひ
が
見
ら
れ

る
（I shall see the jousts

）
』
と
ゲ
ー
レ
ス
は
云
つ
た
。
王
妃
は
約
束
を
云
ひ
出
す
ま
で
に
我
が
意
を

枉
げ
た
を
今
更
に
殘
念
が
つ
た
（w
as very sorry she had yielded so far as to m

ake a condition

）
、

母
は
ゲ
ー
レ
ス
が
腹
打
立
て
ゝ
卻
け
や
う
と
思
ふ
た
か
ら
（she had hoped that G

areth w
ould refuse in

dignantly

）
。
さ
れ
ど
今
と
な
つ
て
は
詮
術
な
か
つ
た
（the m

ischief w
as done

）
。

（
註
）for the thrall 

云
々
の for 

は
『
…
…
心
は
自
由
な
る
を
得
べ
き
が
故
に
』
と
下
よ
り
讀
み
返
へ
す

べ
き
な
れ
ど
も
譯
文
の
都
合
に
て
上
の
如
く
せ
り
、the m

ischief w
as done 

は
文
字
通
り
に
は
、
害
は

成
さ
れ
た
り
、
即
ち
取
り
返
へ
し
が
つ
か
な
か
つ
た
、
な
り
。

　Early one m
orning G

areth left the castle, w
ith tw

o m
en w

ho had w
aited on him

 since his birth, an

d set out on his journey.  They w
ere all three disguised as peasants, w

ith rough, poor clothes, and m
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et w
ith no notice or adventures on their w

ay.  They knew
 the K

ing w
as holding his C

ourt at C
am

elo

t this year.  H
e alw

ays kept the festival of W
hitsuntide w

ith great splendour, but not alw
ays in the s

am
e place.  C

am
elot w

as the tow
n w

e now
 call W

inchester, and it w
as the capital of A

rthur's kingd

om
.（

譯
）
或
日
朝
早
く
ゲ
ー
レ
ス
は
居
城
を
立
ち
、
誕
生
の
其
日
よ
り
自
分
に
仕
へ
た
（w

ho had w
aited 

on him
 since his birth

）
二
人
の
家
來
を
供
に
連
れ
て
（w

ith

）
其
の
旅
路
に
上
つ
た
（set out on his jo

urney

）
。
主
從
三
人
粗
末
な
見
す
ぼ
ら
し
い
衣
服
を
着
け
て
（w

ith rough, poor clothes

）
、
百
姓
に

身
を
窶
し
た
（disguised as peasants

）
、
し
て
其
道
中
（on their w

ay

）
人
目
に
着
か
ず
（m

et w
ith n

o notice

）
又
之
れ
ぞ
と
云
ふ
こ
と
も
な
か
つ
た
（no

）adventures

）
。
彼
等
は
ア
ー
サ
ー
が
此
年
カ
メ

ロ
ツ
ト
に
在
つ
て
政
を
聽
か
る
ゝ
由
（w

as holding his C
ourt

）
承
知
し
て
居
る
。
王
は
降
靈
節
の
祝
祭

を
（the festival of W

hitsuntide

）
頗
る
盛
ん
に
行
は
る
ゝ
が
常
で
あ
る
（alw

ays kept

…
…w

ith great 

splendour

）
が
、
場
所
は
何
時
で
も
同
じ
處
と
は
限
ら
な
か
つ
た
。
カ
メ
ロ
ツ
ト
は
今
ウ
イ
ン
チ
エ
ス
タ

ー
と
云
ふ
都
會
で
あ
つ
て
當
時
ア
ー
サ
ー
王
が
領
土
の
首
府
で
あ
つ
た
。

（
註
）W

hitsuntide 

は
四
月
初
旬
に
當
る
基
督
復
活
祭
五
十
日
後
に
行
は
れ
、
詳
し
く
云
へ
ば
聖
靈
降

臨
祭
と
譯
す
べ
き
も
の
な
り
。
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　A
s they neared the city, the serving-m

en w
ere struck w

ith am
azem

ent at the beauty and grandeur

 of the tow
ers and roofs as they glistened in the sunshine.  It seem

ed to them
 an enchanted city, and 

as they called to m
ind the strange stories of M

erlin and his doings, they grew
 afraid and begged G

ar

eth to turn back.  B
ut he only laughed at them

, and so they cam
e on to the great gate, w

hich w
as a p

erfect m
arvel of carving.

（
譯
）
一
同
其
都
に
近
づ
く
と
、
供
人
等
は
（serving-m

en

）
高
樓
大
廈
日
光
に
眩
ば
ゆ
く
て
（as they

 glistened in the sunshine

）
其
の
華
麗
壯
大
な
る
に
（at the beauty and grandeur

）
膽
を
潰
し
た
（w

e

re struck w
ith am

azem
ent

）
。
其
れ
は
魔
術
で
現
は
れ
た
都
の
や
う
で
（It seem

ed to them
 an enchant

ed city

）
、
マ
ー
リ
ン
や
其
の
魔
法
の
不
思
議
な
話
し
を
思
ひ
出
し
て
（as they called to m

ind

）
、
氣

味
惡
る
く
な
り
（grew

 afraid

）
、
立
ち
去
ら
ん
と
ゲ
ー
レ
ス
に
願
つ
た
。
さ
れ
ど
ゲ
ー
レ
ス
は
兩
人
の

願
ひ
を
唯
一
笑
に
附
し
た
（laughed at them

）
、
か
く
て
一
同
大
門
ま
で
遣
つ
て
來
た
が
、
其
門
は
彫

刻
の
美
を
極
め
て
愕
く
と
云
ふ
も
愚
か
で
あ
つ
た
（w

hich w
as a perfect m

arvel of carving

）
。

（
註
）perfect m

arvel of carving 

は perfectly m
arvelous w

ork of carving 

即
ち
全
く
愕
く
べ
き
彫
刻
、

な
り
。
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　H
igh up in the centre there w

as the statue of the Lady of the Lake, im
posing and beautiful, and in

 one hand there w
as a sw

ord, and in the other a censer, w
hile on her breast w

as the sacred fish, the s

ym
bol of C

hristianity.  To right and left of this central figure w
ere carved scenes show

ing A
rthur's 

victories in battle.  They passed under this w
onderful gatew

ay, and asked the w
ay to the great hall.

（
譯
）
中
央
に
高
く
『
湖
の
仙
女
』
の
立
像
あ
つ
て
、
凛
々
し
く
美
は
し
く
（im

posing and beautiful

）
、
片
手
に
は
一
振
り
の
劍
、
又
片
手
に
は
一
箇
の
香
爐
を
（a censer

）
持
ち
、
其
の
胸
の
上
に
は
基

督
教
の
記
標
（sym

bol

）
た
る
聖
魚
が
懸
か
つ
て
居
る
。
此
像
を
中
央
と
し
て
右
左
に
は
（to right and 

left of this central figure

）
ア
ー
サ
ー
王
の
勝
利
を
示
め
す
戰
場
の
光
景
が
彫
ん
で
あ
る
（w

ere carved 

scenes show
ing A

rthur's victories in battle
）
。
三
人
は
此
驚
く
べ
き
城
門
を
く
ぐ
つ
て
大
舘
（
や
か
た
）

へ
の
道
を
尋
ね
た
。

（
註
）the Lady of the Lake 

は Tennyson 

の Idylls of the K
ing 

即
ち
此
書
の
原
詩
中
に
基
督
教
會
を

代
表
す
。sacred fish

　
　
古
代
の
基
督
教
信
者
が
其
の
記
標
と
し
て
用
ひ
た
る
も
の
、
蓋
し
希
臘
語
の

魚
に
當
る
語
は
英
語
のJesus C

hrist, Son of G
od, Savior 

に
相
當
す
る
希
臘
語
の
頭
字
を
集
め
た
る
も

の
と
同
一
な
る
よ
り
起
り
た
る
も
の
な
り
、
即
ち
其
語
は
Ι
Χ
Θ
Υ
Σ
也
。
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　N
ow

 it w
as A

rthur's custom
 not to sit dow

n to dinner till he had seen som
e adventure.

（
譯
）
さ
て
も
ア
ー
サ
ー
王
の
慣
は
し
と
し
て
、
何
ぞ
異
常
の
事
を
（som

e adventure

）
見
ぬ
内
は
晝

食
の
席
に
着
か
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　A
s Sir G

aw
aine, one of the knights, w

as gazing idly out of the w
indow

, he saw
 the three m

en app

roaching, and he w
ent to the K

ing and said: 

〝Sire, go now
 to your dinner, for here com

es the adve

nture.

〞

（
譯
）
勇
士
の
一
人
サ
ー
、
ガ
ウ
ェ
ー
ン
が
譯
け
も
な
く
（idly

）
窓
よ
り
外
を
眺
め
て
居
た
が
、
三
人

の
近
づ
き
來
る
を
見
、
王
の
許
に
行
つ
て
云
つ
た
、
『
我
君
、
今
日
の
珍
し
き
こ
と
出
で
來
ま
し
た
れ
ば

（for here com
es the adventure

）
い
ざ
晝
食
に
行
か
せ
ら
れ
よ
。
』

　It w
as rather clever of G

aw
aine, for it could have been nothing very uncom

m
on, as strangers w

er

e constantly com
ing to the C

ourt on som
e pretext or other.

（
譯
）
之
れ
は
ガ
ウ
ェ
ー
ン
の
機
轉
と
云
ふ
も
の
（it w

as rather clever of G
aw

aine

）
、
と
云
ふ
譯
は
、
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何
と
か
か
と
か
云
ふ
て
（on som

e pretext or other

）
王
城
に
見
知
ら
ぬ
人
の
來
ぬ
日
と
て
は
無
か
つ
た

か
ら
（as strangers w

ere constantly com
ing

）
、
其
れ
が
何
も
珍
ら
し
い
事
と
限
つ
た
譯
け
で
も
な
か

つ
た
の
に
。

　Then the great Table R
ound w

as filled w
ith a splendid com

pany of brave and handsom
e knights, 

and the K
ing sat in the m

idst.

（
譯
）
斯
く
て
例
の
大
な
る
圓
卓
に
は
勇
ま
し
い
姿
優
な
る
武
士
等
犇
し
々
々
と
綺
羅
星
の
如
く
居
並
ん

だ
（w

as filled w
ith a splendid com

pany of brave and handsom
e knights

）
、
し
て
王
は
其
の
眞
ん
中

に
着
座
し
た
。

　The three m
en cam

e into the hall.  G
areth w

as in the m
iddle, and though he w

as so tall and w
ell 

grow
n, he leaned on the shoulders of the others, as if he w

ere w
eak and ill.  The com

pany m
ade w

a

y for them
, though they stared a great deal, and they w

ent straight up to the K
ing.

（
譯
）
三
人
の
者
は
此
廣
間
へ
と
入
り
來
つ
た
。
ゲ
ー
レ
ス
は
二
人
の
間
に
（in the m

iddle

）
あ
つ
て
、

丈
高
く
倔
強
の
若
者
（w

ell grow
n

）
と
見
ゆ
る
に
（though
）
、
宛
が
ら
病
み
弱
つ
た
人
の
如
く
（as if
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 he w
ere w

eak and ill

）
二
人
の
肩
に
凭
た
れ
て
居
る
。
並
み
居
る
人
々
（the com

pany

）
眼
を
凝
ら
し

て
眺
め
な
が
ら
も
（though they stared a great deal

）
、
其
の
爲
め
に
道
を
開
い
て
、
三
人
は
ツ
カ
々

々
と
王
の
許
へ
歩
み
寄
つ
た
（they w

ent straight up to the K
ing

）
。

　Then G
areth stepped in front of the others, m

ade a low
 reverence, and said: 

〝G
od bless you, an

d all your fair fellow
ship, and especially the fellow

ship of the R
ound Table.  A

nd I have com
e hithe

r, Sire, to ask of you three things.  I w
ill ask the first now

, and leave the other tw
o until this day tw

e

lve m
onths, w

hen you are again holding the feast of Pentecost.

〞

（
譯
）
そ
こ
で
ゲ
ー
レ
ス
は
供
人
等
を
後
ろ
に
殘
し
て
歩
み
出
で
（stepped in front of the others

）
、

恭
し
く
身
を
屈
め
て
（m

ade a low
 reverence

）
偖
て
云
ふ
た
、
『
陛
下
及
び
滿
廷
の
忠
良
（all your fa

ir fellow
ship

）
別
し
て
圓
卓
の
義
團
に
神
の
惠
福
を
祈
り
奉
る
（G

od bless

…
…
）
。
臣
は
陛
下
に
三

つ
の
願
ひ
事
あ
つ
て
推
參
致
し
ま
し
た
。
臣
は
今
其
の
一
つ
を
御
願
ひ
申
し
て
、
他
の
二
つ
は
十
二
ヶ
月

後
の
此
日
、
陛
下
が
再
び
降
靈
祭
の
祝
ひ
を
執
り
行
は
せ
ら
る
ゝ
其
時
迄
控
へ
申
さ
ん
（w

ill leave

）
。
』

〝W
ell,

〞 said the K
ing, 

〝and w
hat is your petition?

〞
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〝This,

〞 said G
areth, plucking up heart, as he noticed the K

ing's kind and frank expression.  
〝This--that you w

ill give m
e m

eat and drink in your kitchen for a year and a day.

〞

（
譯
）
『
成
る
程
（w

ell

）
』
と
王
は
云
ふ
た
、
『
し
て
其
方
の
願
ひ
と
云
ふ
は
何
事
で
あ
る
。
』

『
と
申
し
ま
す
る
は
』
と
王
の
顏
色
慇
懃
に
隔
て
な
き
を
見
（as he noticed the K

ing's kind and frank 

expression

）
、
氣
を
勵
ま
し
て
（plucking up heart

）
、
『
と
申
し
ま
す
る
は
、
陛
下
が
御
臺
所
に
て

一
年
と
一
日
の
間
、
臣
に
飮
食
を
（m

eat and drink

）
賜
は
ら
ん
こ
と
で
厶
り
ま
す
る
』
と
ゲ
ー
レ
ス
は

云
ふ
た
。

　
〝That is a very sm

all m
atter,
〞 said the K

ing; 

〝if you had asked for horse and harness I w
ould 

have given it, but as for food, that I have never refused to friend or foe--I give it you gladly.  B
ut no

w
 tell m

e your nam
e and degree.

〞

（
譯
）
『
そ
れ
は
極
め
て
些
細
な
事
（a very sm

all m
atter

）
』
と
王
は
云
ふ
た
、
『
其
方
が
馬
と
馬
具

と
を
求
め
る
と
も
、
朕
は
そ
れ
を
得
さ
さ
う
も
の
を
、
ま
し
て
（but

）
食
物
如
き
は
（as for

）
、
味
方

と
云
は
ず
敵
と
云
は
ず
（to friend or foe

）
何
人
に
も
拒
み
は
せ
な
ん
だ
。
朕
は
喜
ん
で
其
方
の
願
ひ

を
許
さ
う
。
だ
が
先
づ
（now

）
其
方
の
名
乘
り
と
身
分
を
（degree

）
明
か
せ
よ
。
』
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　G
areth longed to tell the truth, but his prom

ise to his m
other held him

 fast, and so he answ
ered re

spectfully:

　
〝That I m

ay not tell, Sire, and I entreat you of your kindness not to desire it of m
e.

〞

（
譯
）
ゲ
ー
レ
ス
は
ま
こ
と
を
告
げ
た
か
つ
た
（longed to tell

）
が
、
母
へ
の
約
束
に
抑
へ
ら
れ
た

（his prom
ise to his m

other held him
 fast

）
、
そ
れ
で
恭
し
く
（respectfully

）
答
へ
た
の
に
、
『
そ

れ
の
み
は
、
陛
下
、
申
し
上
げ
難
う
厶
り
ま
す
る
、
何
卒
御
情
け
を
以
て
、
其
御
尋
ね
は
な
き
や
う
に
願

ひ
ま
す
る
（I entreat you of your kindness not to desire it of m

e

）
。
』

　
〝Y

ou shall have your w
ay,

〞 said the K
ing; and then he called Sir K

aye, the Seneschal, and cha

rged him
 to provide all that w

as necessary for the stranger, and added that he should be treated as o

ne of noble birth, 

〝for I am
 quite sure,

〞 said he, 
〝though he refuses to tell his nam

e, he is noble.

〞

（
譯
）
『
其
方
の
意
に
任
さ
う
（you shall have your w

ay

）
』
と
王
は
云
つ
た
、
し
て
膳
部
の
頭
（the

 Seneschal

）
サ
ー
、
ケ
ー
を
召
さ
れ
て
、
此
新
來
の
人
に
（for the stranger

）
必
要
な
物
一
切
の
（all t

hat w
as necessary

）
當
て
が
ひ
を
す
べ
し
と
、
吩
附
け
（
い
ひ
つ
け
）
ら
れ
（charged him

 to provide
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）
、
且
つ
身
分
あ
る
者
と
し
て
（as one of noble birth

）
取
り
扱
ふ
べ
き
ぞ
と
念
を
押
し
（added

）
、

『
と
云
ふ
は
朕
は
慥
か
に
』
と
王
は
云
つ
た
、
『
彼
者
、
其
の
名
を
明
か
す
を
拒
め
ど
、
貴
族
に
は
相
違

な
い
。
』

　
〝Indeed,
〞 said Sir K

aye, w
ho w

as a very sour, sarcastic person, 

〝that w
ill not be needed, for i

f he had been noble he w
ould have asked for horse and arm

our, and not for food alone.  I w
ill take c

are he has all he can eat, but he shall live in the kitchen, and help the serving-m
en, and that w

ill be 

good enough for him
.  I w

arrant he has been brought up in som
e m

onastery, and they can feed him
 

no longer, so he com
es to us.  A

s for a nam
e, I shall call him

 B
eaum

ains--that is to say, 

‘Fair H
an

ds.

’
〞

（
譯
）
『
何
ん
の
（indeed

）
と
、
極
意
地
惡
る
の
、
口
惡
る
の
（w

ho w
as a very sour, sarcastic pers

on

）
サ
ー
、
ケ
ー
は
云
つ
た
、
『
そ
ん
な
事
が
要
る
も
の
か
（that w

ill not be needed

）
、
其
譯
は

（for

）
若
し
彼
奴
が
貴
族
で
あ
つ
た
な
ら
、
馬
物
の
具
の
無
心
で
あ
つ
て
（w

ould have asked for

）
食

ひ
も
の
許
り
で
は
な
か
つ
た
ら
う
。
食
へ
る
丈
は
食
は
せ
る
や
う
に
（he has all he can eat

）
し
て
や

ら
う
（I w

ill take care

）
、
だ
が
臺
所
に
置
い
て
（he shall live in the kitchen

）
、
召
使
ひ
共
の
手
傳
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ひ
を
さ
せ
て
や
る
、
そ
れ
で
彼
奴
に
は
澤
山
だ
ら
う
（that w

ill be good enough for him

）
。
屹
度
だ

（I w
arrant

）
彼
奴
は
何
處
か
の
修
業
寺
（som

e m
onastery

）
で
育
て
ら
れ
（has been brought up in

）
、
糧
が
續
か
な
く
な
つ
て
（they can feed him

 no longer

）
、
そ
れ
で
此
處
へ
や
つ
て
來
た
の
だ
。

呼
び
名
に
は
（for a nam

e

）
ボ
ー
メ
ン
ズ
と
付
け
て
や
ら
う
、
即
ち
『
優
さ
手
男
』
と
云
ふ
名
で
あ
る

。
』

（
註
）Fair H

ands 
と
は
手
の
美
し
う
て
荒
仕
事
に
堪
へ
ぬ
謂
は
ゞ
役
に
立
た
ず
の
義
な
り
。

　This w
as said in derision, for Launcelot had pointed out that, poorly as the youth w

as dressed, an

d hum
ble as w

as his petition, yet he w
as undoubtedly of noble birth, for his broad, open brow

, fair 

hair, and w
ell-form

ed hands w
ere proof of it.  Launcelot w

ent so far as to say that although the Sen

eschal m
ight know

 a horse or a hound w
hen he saw

 one, he evidently did not know
 a m

an; and that 

he w
ould do w

ell to treat the stranger properly, or som
e day he m

ight be asham
ed of his conduct.

（
譯
）
こ
れ
は
冷
か
し
て
（in derision

）
云
つ
た
の
だ
、
と
云
ふ
の
は
、
ラ
ン
ス
ロ
ツ
ト
が
、
此
若
者

身
裝
り
が
惡
る
く
（poorly as the youth w

as dressed

）
其
の
願
ふ
と
こ
ろ
は
卑
く
い
が
、
其
の
廣
く
秀

い
で
た
額
（his broad, open brow

）
明
色
（
う
す
い
ろ
）
の
髮
（fair hair

）
格
好
の
よ
い
手
で
も
分
る
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が
（for

…
…w

ere proof of it

）
、
ま
が
ひ
も
な
く
（undoubtedly

）
身
分
あ
る
生
れ
で
あ
る
と
、
こ
ゝ

ろ
付
け
て
言
ふ
た
（pointed out

）
か
ら
。
し
て
ラ
ン
ス
ロ
ツ
ト
は
猶
、
膳
部
の
頭
は
馬
や
獵
犬
を
（a h

ound
）
見
て
其
の
鑑
定
が
つ
き
も
せ
う
（m

ight know

）
が
、
慥
か
に
（evidently

）
人
の
見
や
う
は
知

ら
な
い
、
し
て
又
あ
の
新
來
の
若
者
を
（the stranger

）
相
當
に
扱
か
ふ
が
可
か
ら
う
、
左
も
な
く
ば

（or

）
何
時
か
己
れ
の
所
行
を
耻
づ
る
事
が
あ
ら
う
（m

ight be asham
ed of his conduct

）
、
と
ま
で

も
云
ふ
の
で
あ
つ
た
（w

ent so far as to say that

）
。

　B
ut Sir K

aye put aside Launcelot's kindly-m
eant advice, and had his ow

n w
ay.  The tw

o serving-

m
en departed, and G

areth, or B
eaum

ains, as w
e m

ust now
 call him

, w
as put am

ong the kitchen-folk

.

（
譯
）
け
れ
ど
も
サ
ー
、
ケ
ー
は
、
ラ
ン
ス
ロ
ツ
ト
が
好
意
の
心
付
け
を
（kindly-m

eant advice

）
顧

み
ず
に
（put aside

）
、
己
が
勝
手
に
計
ら
つ
た
（had his ow

n w
ay

）
。
（
そ
こ
で
）
二
人
の
家
來
は

立
ち
去
つ
て
、
ゲ
ー
レ
ス
（
即
ち
ボ
ー
メ
ン
ズ
と
今
は
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
が
）
は
臺
所
働
き
（the kitche

n-folk

）
の
仲
間
に
入
れ
ら
れ
た
。
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　It w
as a very rough place for a lad of his breeding, and m

uch rude joking w
ent on at his expense; 

but he bore it all pleasantly, and did not even resent being set to w
ash the dishes.  H

is w
hole heart a

nd m
ind being set to go through the adventure, he rem

ained firm
 and good-tem

pered through all.

（
譯
）
臺
所
と
は
（it

）
此
樣
な
育
ち
の
若
者
に
は
（for a lad of his breeding

）
隨
分
つ
ら
い
所
で
あ

つ
た
（w

as a very rough place

）
。
し
て
彼
を
つ
か
ま
へ
て
（at his expense

）
隨
分
亂
暴
な
揶
揄
（
か

ら
か
ひ
）
が
（m

uch rude joking

）
絶
え
な
か
つ
た
（w

ent on

）
、
け
れ
ど
も
彼
は
皆
そ
れ
を
笑
つ
て

堪
へ
（bore it all pleasantly
）
、
皿
洗
ひ
ま
で
さ
せ
ら
れ
て
も
（being set to w

ash the dishes

）
腹
も

立
て
な
か
つ
た
（did not even resent

）
。
一
心
不
亂
に
（his w

hole heart and m
ind

）
其
苦
行
を
し
て

除
け
や
う
と
（to get through the adventure

）
思
ひ
込
ん
で
（being set

）
、
ジ
ツ
と
堪
ら
へ
て
（rem

a

ined firm

）
機
嫌
好
く
（good-tem

pered
）
萬
事
や
り
通
し
た
（through all

）
。

　There w
as one ray of brightness in B

eaum
ains's hard life, and that w

as the kindness show
n him

 b

y G
aw

aine, w
ho had been the first to see him

, and Sir Launcelot of the Lake.  A
ll the knights adm

ir

ed Sir Launcelot, w
ho w

as in great favour w
ith both the K

ing and his lovely Q
ueen, G

uinevere.  H
e

 w
as the m

ost fam
ous in all the feats of strength and the m

ost noted in the tournam
ents, and w

ith all
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 this he w
as not proud, but gentle, courteous, and loveable.

（
譯
）
（
斯
か
る
）
ボ
ー
メ
ン
ズ
の
苦
境
（hard life

）
に
も
一
條
の
光
明
は
（one ray of brightness

）

あ
つ
た
、
し
て
そ
れ
は
、
此
若
者
が
眞
つ
先
き
に
遇
つ
た
（w

ho had been the first to see him

）
ガ
ウ

エ
ー
ン
と
、
湖
城
の
サ
ー
、
ラ
ン
ス
ロ
ツ
ト
と
よ
り
受
け
る
（show

n him

）
情
け
で
あ
つ
た
。
勇
士
等

は
皆
サ
ー
、
ラ
ン
ス
ロ
ツ
ト
を
推
尊
し
（adm
ired

）
、
又
王
と
其
の
美
は
し
い
妃
の
ギ
ネ
ヴ
ヰ
ー
ア
の

寵
遇
も
彼
に
頗
る
厚
か
つ
た
（w

as in great favour w
ith

）
。
彼
は
あ
ら
ゆ
る
武
藝
力
技
（
わ
ざ
）
に
其

の
譽
れ
並
ぶ
も
の
な
く
（the m

ost fam
ous in all the feats of strength

）
、
比
武
竸
技
に
（in the tourn

am
ents

）
其
の
名
最
も
高
か
つ
た
（the m

ost noted

）
、
斯
く
あ
り
な
が
ら
（w

ith all this

）
彼
は
毫
も

誇
る
色
な
く
（not proud

）
、
温
厚
に
（gentle

）
慇
懃
に
（courteous

）
、
人
の
愛
慕
す
る
所
で
あ
つ

た
（w

as loveable

）
。

　H
e and Sir G

aw
aine took a great fancy to the handsom

e lad w
ho bore him

self so m
odestly and di

d his daily w
ork w

ithout com
plaint, and they did not like to see him

 am
ong the groom

s and helpers,

 so they asked him
 to com

e to thier room
s privately, and prom

ised to see that he had better m
eals an

d better clothes.  B
ut though he felt their delicate kindness to the bottom

 of his heart, he refused all 
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offers of help, thanked them
 w

arm
ly, and declared he needed nothing better than he had.

（
譯
）
サ
ー
、
ラ
ン
ス
ロ
ツ
ト
と
サ
ー
、
ガ
ウ
エ
ー
ン
は
、
其
の
振
舞
謙
遜
で
（bore him

self so m
ode

stly
）
日
々
の
勤
め
に
不
平
の
な
い
（did his daily w

ork w
ithout com

plaint

）
風
采
秀
い
で
た
此
若
者

が
（the handsom

e lad

）
頗
る
氣
に
入
つ
て
（took a great fancy to

）
、
馬
丁
や
婢
僕
の
中
に
若
者
を

見
る
を
好
ま
な
か
つ
た
。
そ
れ
で
兩
人
は
ゲ
ー
レ
ス
に
、
密
か
に
己
等
が
部
屋
へ
來
れ
と
乞
ふ
て
、
も
つ

と
好
い
衣
食
を
得
さ
す
事
に
計
ら
は
う
と
（to see that he had better m

eals and better clothes

）
約
束

し
た
。
け
れ
ど
も
ゲ
ー
レ
ス
は
、
心
魂
に
徹
し
（to the bottom

 of his heart

）
や
さ
し
い
情
け
を
（their

 delicate kindness

）
感
じ
た
が
、
助
力
の
申
出
で
を
皆
（all offers of help

）
斷
り
、
深
く
兩
人
の
厚
意

を
謝
し
て
、
是
れ
ま
で
よ
り
好
い
も
の
は
何
も
要
ら
ず
と
言
ひ
切
つ
た
（declared he needed nothing b

etter than he had

）
。

　The only one w
ho w

as really unkind to him
 w

as Sir K
aye, the Seneschal, w

ho w
as constantly tau

nting him
 w

ith being so poor spirited as to serve in a kitchen in return for food.  A
s Sir K

aye had th

e superintendence of the household m
atters, he could m

ake things very unpleasant for B
eaum

ains, a

nd he seem
ed to take a pleasure in doing it.  H

e gave him
 extra and heavier tasks than he gave the o

36アーサー王物語



ther youths: if m
ore w

ater w
as to be fetched, or m

ore logs of w
ood, it w

as alw
ays B

eaum
ains w

ho 

w
as told to do it.

（
譯
）
眞
に
彼
れ
に
辛
ら
く
當
つ
た
の
は
（w

ho w
as really unkind to him

）
大
膳
の
頭
の
サ
ー
、
ケ
ー

ば
か
り
、
扶
持
代
り
に
（in return for food

）
臺
所
奉
公
す
る
や
う
な
ケ
チ
な
根
性
持
つ
て
居
る
と
て

（w
ith being so poor spirited as to serve in a kitchen

）
絶
え
ず
ゲ
ー
レ
ス
に
惡
口
つ
い
た
（w

as cons

tantly taunting him
）
。
サ
ー
、
ケ
ー
は
王
家
の
家
事
一
切
を
宰
領
し
て
居
る
の
で
（as he had the supe

rintendence of the household m
atters

）
、
其
の
手
心
次
第
で
何
う
に
も
ボ
ー
メ
ン
ズ
を
苦
し
め
る
事
が

出
來
る
の
だ
（he could m

ake things very unpleasant

）
、
し
て
又
そ
ん
な
事
し
て
興
が
る
風
で
あ
つ

た
（seem

ed to take a pleasure in doing it

）
。
サ
ー
、
ケ
ー
は
餘
計
な
（extra

）
仕
事
、
他
の
若
い
も

の
に
吩
附
け
る
よ
り
酷
い
仕
事
を
彼
れ
に
さ
せ
た
。
特
別
に
餘
分
の
水
や
薪
丸
太
を
取
つ
て
來
べ
き
場
合

に
は
（if m

ore w
ater w

as to be fetched, or m
ore logs of w

ood

）
、
そ
れ
を
吩
附
け
ら
れ
る
の
は
（w

h

o w
as told to do it

）
何
時
も
ボ
ー
メ
ン
ズ
で
あ
つ
た
。

（
註
）he could m

ake things very unpleasant for B
eaum

ains--

文
字
通
り
に
は
、
彼
は
ボ
ー
メ
ン
ズ
に

取
つ
て
事
を
極
め
て
不
愉
快
な
ら
し
む
る
事
が
出
來
た
、
其
意
は
譯
文
の
通
り
。
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〝For,

〞 said Sir K
aye, 

〝if he is a fine gentlem
an, a little taking dow

n w
ill do him

 good.

〞  Th

e only pleasure B
eaum

ains had w
as to try his luck in the different gam

es, and he soon proved both 

his strength and skill w
ere beyond the com

m
on.  W

henever there w
as any tilting he w

as on fire to g

o, and if Sir K
aye really could not find him

 another task he w
ould reluctantly give him

 leave.

（
譯
）
サ
ー
、
ケ
ー
は
云
つ
た
、
『
あ
れ
が
立
派
な
身
分
の
も
の
な
ら
（if he is a fine gentlem

an

）
、

少
し
抑
へ
つ
け
る
が
（a little taking dow

n

）
あ
れ
の
爲
め
に
な
る
（w

ill do him
 good

）
と
云
ふ
も
の

（for

）
。
』
ボ
ー
メ
ン
ズ
の
唯
一
の
樂
し
み
は
、
種
々
の
勝
負
事
で
其
の
運
を
試
め
す
の
で
あ
つ
て

（w
as to try his luck in the different gam

es

）
、
忽
ち
に
其
の
力
も
技
も
世
の
常
な
ら
ず
と
知
れ
た

（proved

…
…beyond com

m
on

）
。
苟
く
も
槍
試
合
で
も
あ
つ
た
な
ら
（w

henever there w
as any tilti

ng

）
行
き
た
く
て
燃
え
立
つ
ば
か
り
（w

as on fire to go

）
、
し
て
、
（
流
石
の
）
サ
ー
、
ケ
ー
も
、
若

し
全
く
（really

）
何
に
か
ま
た
吩
附
け
る
仕
事
が
（him

 another task

）
見
つ
か
ら
ぬ
時
は
、
い
や
々
々

な
が
ら
彼
を
許
し
て
や
る
の
で
あ
つ
た
。

　So the m
onths passed on, till the sw

eet spring-tim
e cam

e again, and the Feast of Pentecost drew
 

near.  This year it w
as to be held at C

aerleon-upon-U
sk, in W

ales, and all the C
ourt proceeded there
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 w
ith m

uch pom
p: brave and handsom

e knights, and beautiful ladies, of w
hom

 Q
ueen G

uinevere w

as the sw
eetest and loveliest, w

ith her golden hair, blue eyes, and com
plexion of lilies and roses.  S

he w
ore a dress of pale green silk, like the first tender leaves of spring, and her slender w

aist w
as cl

asped by a golden girdle.

（
譯
）
斯
く
て
其
十
二
ヶ
月
も
移
り
行
き
（passed on

）
茲
に
（till

）
ま
た
彌
生
の
春
が
廻
り
來
て

（the sw
eet spring-tim

e cam
e again

）
、
降
靈
祭
に
近
く
な
つ
た
。
此
年
の
其
祝
祭
は
ウ
エ
ー
ル
ズ
の

カ
ー
リ
ー
オ
ン
、
ア
ポ
ン
、
ウ
ス
ク
で
行
は
れ
る
事
と
な
り
（w

as to be held

）
、
滿
庭
舉
つ
て
（all th

e C
ourt

）
鹵
簿
盛
か
ん
に
其
地
に
練
り
出
し
た
（proceeded there w

ith m
uch pom

p

）
。
勇
ま
し
き
姿

優
な
る
武
士
等
、
花
の
樣
な
姫
達
、
中
に
も
勝
れ
て
妙
（
た
へ
）
に
艷
な
る
は
王
妃
ギ
ネ
ヴ
ヰ
ー
ア
（of

 w
hom

 Q
ueen G

uinevere w
as the sw

eetest and loveliest

）
、
金
色
の
髮
（w

ith her golden hair

）
、

瑠
璃
の
眼
（blue eyes

）
、
其
の
顏
（
か
ん
ば
せ
）
は
白
百
合
と
紅
薔
薇
の
色
を
配
し
て
お
る
（com

ple

xion of lilies and roses

）
。
王
妃
は
萠
え
初
め
の
春
の
若
葉
の
や
う
な
（like the first tender leaves of 

spring

）
薄
緑
り
の
絹
ご
ろ
も
を
召
さ
れ
（w

ore a dress of pale green silk

）
、
其
細
腰
に
は
黄
金
の
帶

を
締
め
ら
れ
た
（her slender w

aist w
as clasped by a golden girdle

）
。
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　O
n W

hitsunday all the C
ourt w

ent to service in the church in great state, the K
ing and Q

ueen sitti

ng in the seats of honour, w
ith the knights and dam

es around them
.  Then the feast w

as spread in th

e great hall w
ith m

uch m
agnificence, but first a little tim

e w
as set apart for any w

ho w
ished to appe

al to the K
ing for justice.

（
譯
）
降
靈
祭
の
當
日
に
（on W

hitsunday

）
滿
庭
大
禮
式
に
て
（in great state

）
寺
院
の
勤
め
に
趣

い
た
、
王
と
王
妃
は
玉
座
に
着
か
せ
ら
れ
（sitting in the seats of honour

）
、
勇
士
等
姫
達
其
の
周
圍

に
居
列
ん
だ
。
か
く
て
饗
宴
は
善
美
盡
し
て
（w

ith m
uch m

agnificence

）
大
廣
間
に
張
ら
れ
た
が
、
先

づ
暫
し
の
時
を
割
い
て
（first a little tim

e w
as set apart

）
王
に
上
訴
を
爲
さ
ん
と
す
る
も
の
に
當
て
ら

れ
た
（for any w

ho w
ished to appeal to the K

ing for justice

）
。

　Presently the ushers brought in a young and pretty girl, w
ho seem

ed in the greatest distress, and 

begged for help.  The K
ing desired her to be calm

 and to tell her story.  She said she cam
e on behalf

 of a lady w
ho w

as besieged in her ow
n castle by a knight of great prow

ess, and, having no one to d

efend her, she had sent to K
ing A

rthur for help.

（
譯
）
忽
ち
に
、
取
次
ぎ
の
も
の
（ushers

）
若
か
い
美
く
し
い
少
女
を
伴
ひ
來
た
が
、
少
女
は
痛
く
憂
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苦
の
有
樣
で
あ
つ
て
助
け
を
王
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
王
は
少
女
に
、
心
靜
め
て
（to be calm

）
仔
細

を
語
れ
と
（to tell her story

）
望
ま
れ
た
。
（
問
は
れ
て
）
少
女
は
、
其
の
來
れ
る
は
、
さ
る
貴
族
の

姫
の
爲
め
な
る
が
（cam

e on behalf of a lady

）
、
其
姫
は
或
る
不
敵
の
（of great prow

ess

）
士
の
爲

め
に
己
が
居
城
で
取
り
籠
め
ら
れ
、
姫
の
身
を
防
ぐ
も
の
な
か
り
し
故
、
使
ひ
を
以
て
ア
ー
サ
ー
王
に
助

け
を
乞
は
し
め
た
次
第
で
あ
る
と
物
語
つ
た
。

〝W
hat is the lady's nam

e?
〞 said the K

ing, 

〝and w
ho is the knight that besieges her?

〞

　
〝That I m

ay not tell you sire,
〞 said she, and shut up her pretty lips w

ith great decision.

（
譯
）
『
其
姫
の
名
は
何
ん
と
申
す
』
と
王
は
云
つ
た
、
『
し
て
ま
た
姫
を
取
り
籠
め
た
士
は
何
も
の
で

あ
る
』

『
陛
下
、
そ
れ
は
申
し
上
げ
兼
ね
ま
す
る
』
と
少
女
は
云
つ
て
、
必
死
の
思
ひ
で
（w

ith great decision

）

花
の
唇
を
堅
く
閉
ぢ
た
（shut up her pretty lips
）
。

　
〝There are m

any knights here,

〞 returned the K
ing, 

〝w
ho w

ould gladly do battle for this lady;

 but if you w
ill neither tell m

e her nam
e, nor his w

ho attacks her, they shall none of them
 go w

ith m
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y consent.

〞

（
譯
）
『
勇
士
は
許
多
此
通
り
（there are m

any knights here

）
』
と
王
は
答
へ
た
、
『
面
々
進
ん
で

（gladly
）
其
姫
の
爲
め
に
戰
ひ
も
し
や
う
。
な
れ
ど
も
其
姫
の
名
も
、
姫
を
攻
む
る
士
の
名
も
朕
に
告

げ
ず
ば
、
勇
士
等
一
人
た
り
と
も
や
る
事
叶
は
ず
（they shall none of them

 go w
ith m

y consent

＝I w

ill not let them
 go none of them

 w
ith m

y consent

）
。
』

　Just at this m
om

ent up cam
e B

eaum
ains, looking very tall and handsom

e, and w
ith a sort of triu

m
ph in his bearing w

hich transform
ed him

, and he said to the K
ing, m

aking his reverence:

（
譯
）
此
時
恰
も
（just at this m

om
ent

）
進
み
寄
つ
た
る
は
ボ
ー
メ
ン
ズ
で
あ
る
（up cam

e B
eaum

ai

ns

）
、
見
上
ぐ
る
ば
か
り
凛
々
し
き
容
姿
（looking very tall and handsom

e

）
、
意
氣
昂
然
た
る
其
の

舉
動
（w

ith a sort of trium
ph of his bearing

）
、
常
時
（
い
つ
も
）
の
彼
れ
と
は
見
え
な
か
つ
た
（w

hi

ch transform
ed

）
が
、
恭
し
く
禮
を
な
し
（m

aking his reverence

）
王
に
向
か
つ
て
言
つ
た
。

〝Sir K
ing, G

od thank you, I have now
 been tw

elve m
onths and a day in your kitchen and now

 I w
i

ll ask m
y tw

o gifts.

〞
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〝W

ith all m
y heart,

〞 said the K
ing.

（
譯
）
『
我
君
、
御
聖
徳
に
依
つ
て
（G

od thank you

）
、
臣
は
御
臺
所
に
あ
る
こ
と
は
や
十
二
ヶ
月
と

一
日
、
今
更
め
て
（and now

）
彼
の
二
つ
の
御
惠
み
を
乞
ひ
奉
る
（I w

ill ask m
y tw

o gifts

）
。
』

『
何
の
異
存
あ
ら
う
（w

ith all m
y heart

）
』
と
王
は
云
つ
た
。

（
註
）G

od thank you

　
　
の thank 

は acknow
ledge 

の
意
に
し
て
、
神
汝
の
厚
意
を
認
め
さ
せ
玉
へ
、

の
義
。G

od bless you 
と
大
差
な
し
。

〝First,

〞 said B
eaum

ains, w
ith a glance at the dam

sel, w
ho w

as looking very displeased that her b

usiness should be set aside, 

〝give m
e this adventure.  Let m

e be the one to succour the distressed l

ady.  Secondly, I pray you, let Sir Launcelot m
ake m

e knight, and then I w
ill ride on m

y w
ay to the 

castle.

〞

　
〝B

oth these I grant,

〞 said the K
ing.

（
譯
）
『
第
一
に
』
と
、
己
が
用
向
き
を
餘
處
に
さ
れ
た
を
（that her business should be set aside

）

痛
く
不
滿
に
思
へ
る
樣
子
の
（w

ho w
as looking very displeased

）
少
女
を
チ
ラ
と
眺
め
や
つ
て
（w

it

h a glance at

）
、
ボ
ー
メ
ン
ズ
は
云
つ
た
、
『
此
難
に
當
る
は
臣
の
望
み
（give m

e this adventure

）
、
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其
姫
の
災
厄
を
救
ふ
役
目
は
臣
に
仰
せ
付
け
ら
れ
た
し
（let m

e be the one to succour the distressed la

dy
）
。
第
二
に
は
、
臣
を
士
に
取
り
立
つ
る
（m

ake m
e knight

）
事
を
サ
ー
、
ラ
ン
ス
ロ
ツ
ト
に
許
さ

せ
玉
へ
、
然
ら
ば
臣
は
馬
に
跨
り
姫
の
居
城
に
趣
き
申
さ
ん
。
』

『
二
つ
な
が
ら
許
し
て
遣
は
す
』
と
王
は
云
つ
た
。

　Then the lady w
as very angry, and, w

ith crim
son cheeks and flashing eyes, she cried out: 

〝W
ha

t!  shall I have none but he that is your kitchen page?--Then I w
ill have none!

〞  A
nd in great w

rath

 she turned and left the royal presence w
ith scant cerem

ony, flung herself into the saddle, and rode 

aw
ay, follow

ed by her servant.

（
譯
）
す
る
と
少
女
は
大
に
怒
り
、
双
の
頬
に
紅
を
濺
ぎ
（w

ith crim
son cheeks

）
、
兩
眼
を
輝
か
し

て
（w

ith flashing eyes

）
叫
ん
だ
、
『
何
ん
と
仰
せ
あ
る
！
妾
の
乞
ひ
に
、
人
も
あ
ら
う
に
、
臺
所
の

小
者
の
此
若
者
と
は
（shall I have none but he that is your kitchen page?

）
。
　
　
然
ら
ば
助
け
は

受
け
ま
す
ま
い
（I w

ill have none

）
。
』
斯
く
云
つ
て
少
女
は
荒
々
し
く
（in great w

rath

）
身
を
轉

ら
し
、
禮
も
そ
こ
々
々
（w

ith scant cerem
ony

）
御
前
を
立
ち
去
り
、
鞍
壺
に
身
を
投
げ
て
（flung her

self into the saddle

）
供
を
後
ろ
に
（follow

ed by her servant
）
駈
け
去
つ
た
。

44アーサー王物語



（
註
）shall I have none

…
…page? 

は
、
妾
は
御
身
の
臺
所
の
小
者
た
る
彼
の
外
に
は
何
人
を
も
得
ら

れ
な
い
の
か
、
と
云
ふ
が
文
字
通
り
也
。

　Looking to the K
ing for perm

ission, B
eaum

ains left the hall, and m
aking his w

ay into the courtya

rd, w
hat did he find there?--a fine horse w

ith rich trappings, and a suit of arm
our for him

self, broug

ht by one of the old serving-m
en w

ho had attended him
 w

hen he left hom
e.

（
譯
）
王
に
暇
と
ま
の
默
禮
し
（looking to the K

ing for perm
ission

）
、
ボ
ー
メ
ン
ズ
は
廣
間
を
下
が

り
て
庭
に
立
ち
出
づ
れ
ば
、
こ
は
如
何
に
眼
に
付
い
た
の
は
（w

hat did he find there?

）
、
　
　
美
々

し
き
馬
具
置
い
た
る
（w

ith rich trappings

）
駿
馬
一
頭
、
我
が
着
用
の
（for him

self

）
甲
冑
一
領
（a 

suit of arm
our

）
、
家
を
去
る
時
供
し
た
る
（w

ho had attended

）
老
僕
等
の
一
人
が
、
此
時
そ
れ
を
持

つ
て
來
て
居
る
。

　The m
an w

hispered that his royal m
other had sent him

 w
ith them

, and w
ith a m

essage that he w
a

s released from
 his prom

ise, as the tim
e of trial w

as over.

（
譯
）
其
男
は
小
聲
に
て
、
ゲ
ー
レ
ス
が
母
の
王
妃
是
等
の
品
を
自
分
に
持
た
せ
、
苦
行
の
時
限
過
ぎ
た
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れ
ば
（as the tim

e of trial w
as over

）
彼
の
約
束
解
け
た
り
と
の
（that he w

as released from
 his pro

m
ise

）
辭
を
添
へ
て
（w

ith a m
essage

）
、
己
を
遣
は
し
た
り
と
云
ふ
の
で
あ
つ
た
。

　B
eaum

ains's heart beat high w
ith delight.  A

t last the w
eary tim

e of w
aiting w

as over, and he m
ig

ht be his ow
n m

an again.  H
is first thought w

as to go back to the K
ing and tell him

 all the story; the

n a curious im
pulse cam

e over him
, and he decided to keep the secret from

 all but Sir Launcelot, an

d force the haughty beauty to respect him
 even as a kitchen page.  So, bidding the servant w

ait w
ith

 the horse, he sought Sir Launcelot, and m
ade his petition that he w

ould dub him
 knight.

（
譯
）
ボ
ー
メ
ン
ズ
の
胸
は
悦
び
に
躍
つ
た
（beat high w

ith delight

）
。
茲
に
漸
く
（at last

）
待
ち

に
待
つ
た
る
期
限
は
（the w

eary tim
e of w

aiting

）
終
り
と
な
つ
て
、
我
身
は
再
び
眞
の
我
身
と
な
つ

た
（he m

ight be his ow
n m

an again

）
。
（
そ
れ
で
）
先
づ
思
ふ
た
の
は
（his first thought

）
、
王
の

許
に
立
戻
り
一
伍
一
什
を
物
語
ら
う
と
す
る
の
で
あ
つ
た
。
其
時
ふ
と
好
奇
の
心
が
湧
い
て
來
て
（a cur

ious im
pulse cam

e over him

）
、
ラ
ン
ス
ロ
ツ
ト
の
外
に
は
誰
れ
に
も
秘
密
を
明
か
さ
ず
（to keep the 

secret from
 all but

）
に
、
又
臺
所
の
小
者
に
な
つ
て
居
な
が
ら
に
（even as a kitchen page

）
、
あ
の

高
慢
な
美
人
に
是
非
己
れ
を
尊
敬
さ
し
て
や
ら
う
（force the haughty beauty to respect him

）
と
思
ひ
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込
ん
だ
。
そ
れ
で
、
馬
に
つ
い
て
待
つ
て
居
よ
と
我
供
に
命
じ
、
ゲ
ー
レ
ス
は
サ
ー
、
ラ
ン
ス
ロ
ツ
ト
を

搜
し
て
、
自
分
を
士
に
す
る
儀
式
を
行
は
れ
た
し
と
（that he w

ould dub him
 knight

）
願
ひ
出
た
。

（
註
）dub

　
　knight 

に
な
る
時
に
劍
を
以
て
其
の
肩
を
打
つ
の
式
を
行
ふ
こ
と
也
。

　
〝W

illingly,
〞 said Sir Launcelot; 

〝but you m
ust tell m

e your nam
e before I do this.

〞  

〝M
y 

nam
e is G

areth, and I am
 the youngest son of the K

ing and Q
ueen of O

rkney, and m
y m

other w
oul

d let m
e com

e to the court on one condition only, that I should serve in the kitchen for a year and a 

day and tell m
y nam

e to none, not even to the K
ing.

〞

（
譯
）
『
悦
ん
で
』
と
サ
ー
、
ラ
ン
ス
ロ
ツ
ト
は
云
つ
た
、
『
併
し
此
式
を
行
ふ
に
先
つ
て
其
許
の
本
名

を
聞
か
ね
ば
な
ら
ず
。
』

『
我
名
は
ゲ
ー
レ
ス
と
申
し
、
オ
ル
ク
ニ
ー
の
王
と
妃
と
の
末
の
子
な
る
が
、
母
は
我
身
に
一
つ
の
約
束

を
な
さ
し
め
た
る
上
な
ら
で
は
（on one condition only

）
此
王
宮
に
仕
へ
る
を
許
さ
じ
と
の
事
、
し
て

其
約
束
は
、
一
年
と
一
日
の
間
御
臺
所
に
奉
公
し
て
、
何
人
に
も
陛
下
に
さ
へ
も
我
名
を
告
げ
て
は
な
ら

ず
と
の
事
で
あ
り
ま
し
た
。
』
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〝I am

 right glad

〞 said Sir Launcelot; 

〝I knew
 you w

ere noble all the w
hile.

〞

　So then in haste B
eaum

ains w
as m

ade knight, and he m
ounted his horse and rode after the haugh

ty lady.

（
譯
）
『
滿
足
至
極
（I am

 right glad

）
』
と
サ
ー
、
ラ
ン
ス
ロ
ツ
ト
は
云
つ
た
、
『
余
は
始
終
（all th

e w
hile

）
其
許
の
身
分
あ
る
事
を
知
つ
て
居
つ
た
。
』

　
斯
く
あ
つ
て
（so then
）
、
取
急
ぎ
ボ
ー
メ
ン
ズ
は
士
に
さ
れ
た
、
し
て
彼
は
己
が
馬
に
打
跨
り
、
彼

の
高
慢
な
姫
の
後
を
追
ひ
駈
け
た
。

　There w
as m

uch discussion am
ong the knights, and som

e laughter, as they w
atched him

 go, and 

Sir K
aye, w

ho had alw
ays been unfriendly, said: 

〝N
ow

 I w
ill hie m

e after m
y boy of the kitchen, a

nd see if he w
ill know

 m
e for his m

aster!
〞

（
譯
）
ゲ
ー
レ
ス
の
行
く
を
見
守
つ
て
、
勇
士
等
は
兎
や
角
と
評
し
合
ひ
（there w

as m
uch discussion

）
、
中
に
は
打
笑
ふ
も
の
も
あ
つ
た
（som

e laughter
）
、
し
て
何
時
も
無
情
（
つ
れ
な
く
）
當
つ
た
サ

ー
、
ケ
ー
は
云
つ
た
、
『
い
ざ
、
我
臺
所
の
小
僧
を
大
急
ぎ
で
追
ひ
か
け
（hie m

e after

）
、
彼
奴
が
己

れ
を
主
人
と
覺
え
て
居
る
か
（if he w

ill know
 m

e for his m
aster

）
試
め
し
て
や
ら
う
ぞ
。
』
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　Just as B
eaum

ains overtook the lady, Sir K
aye cam

e spurring up behind in great haste, crying, 
〝H

old, B
eaum

ains!  know
 ye not m

e?  W
e m

iss you by the kitchen fire.

〞

　
〝Y

es,
〞 said B

eaum
ains, 

〝I know
 ye for an ungentle knight, and therefore look to yourself!

〞

（
譯
）
恰
も
ボ
ー
メ
ン
ズ
が
彼
の
姫
に
追
ひ
着
い
た
時
、
サ
ー
、
ケ
ー
は
急
ぎ
に
急
ぎ
（in great haste

）

馬
迫
り
立
て
、
叫
び
な
が
ら
後
か
ら
來
る
、
『
待
て
、
ボ
ー
メ
ン
ズ
！
我
と
知
ら
ぬ
か
（know

 ye not m

e

）
。
竈
の
火
の
傍
に
其
方
が
居
な
く
て
困
る
（w

e m
iss you by the kitchen fire

）
。
』

『
知
つ
て
居
る
』
と
ボ
ー
メ
ン
ズ
は
云
つ
た
、
『
情
け
知
ら
ず
の
士
と
知
つ
て
居
る
（I know

 ye for an 

ungentle knight

）
、
だ
に
よ
つ
て
用
心
い
た
せ
！
（look to yourself!

）
』

　W
ith that they began to fight, and after a w

hile Sir K
aye w

as w
ounded, and fell to the ground sor

ely hum
iliated.

（
譯
）
斯
く
云
ひ
な
が
ら
（w

ith that

）
兩
人
は
勝
負
を
始
め
た
、
し
て
暫
く
あ
つ
て
（after a w

hile

）

サ
ー
、
ケ
ー
は
手
傷
を
受
け
、
高
慢
の
鼻
挫
が
れ
て
（sorely hum

iliated

）
地
べ
た
に
落
ち
た
。
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　B
eaum

ains then cam
e up to the lady, w

ho had been w
atching the encounter, curious, in spite of h

er scorn, to see w
hich w

ould w
in.  She gave him

 but a poor reception, how
ever, calling him

 

〝kitch

en knave,
〞 and declaring his beautiful new

 clothes had the odour of the dishes about them
.  She to

ld him
 it w

as only by chance he had overcom
e Sir K

aye, w
ho, as every one knew

, w
as his m

aster, a

nd again declared she w
ould not have him

 for her cham
pion.

（
譯
）
斯
く
て
ボ
ー
メ
ン
ズ
は
姫
の
許
に
歩
み
寄
つ
た
、
姫
は
侮
ど
り
な
が
ら
も
（in spite of her scorn

）

勝
負
如
何
に
と
思
ひ
な
が
ら
（curious to see w

hich w
ould w

in

）
其
立
會
ひ
に
（the encounter

）
眼

を
と
め
て
居
た
の
で
あ
つ
た
。
け
れ
ど
も
姫
は
（
何
處
ま
で
も
）
辛
ら
く
あ
し
ら
ひ
（gave him

 but a p

oor reception

）
、
彼
を
『
臺
所
奴
（kitchen knave

）
』
と
呼
び
、
其
の
新
ら
し
い
美
服
に
椀
皿
の
臭
ひ

が
（the odour of the dishes

）
着
い
て
（about them

）
お
る
と
言
ひ
放
ち
（declaring

）
、
し
て
彼
に

云
ふ
の
に
、
サ
ー
、
ケ
ー
は
、
誰
れ
も
知
る
如
く
（as every one knew

）
、
ボ
ー
メ
ン
ズ
の
主
人
で
あ

る
か
ら
（w
ho

）
、
其
の
勝
つ
た
の
は
ほ
ん
の
偶
然
に
過
ぎ
な
い
（only by chance

）
、
し
て
ま
た
ボ
ー

メ
ン
ズ
を
己
が
助
太
刀
（her cham

pion

）
に
は
頼
ま
じ
（w

ould not have him

…
…for

）
と
言
ひ
放
つ

た
。

（
註
）kitchen knave 

の knave 

は
普
通
惡
漢
の
義
に
用
ゐ
ら
る
ゝ
が
、
此
處
に
て
は m

ale servant 

即
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ち
僕
の
義
に
解
す
べ
し
。her cham

pion 

と
は
姫
に
代
つ
て
戰
ふ
も
の
を
意
味
す
れ
ど
も
適
譯
を
思
ひ
當

ら
ざ
る
故
假
り
に
『
助
太
刀
』
と
譯
し
た
り
。

　
〝D

am
sel,

〞 said G
areth, as w

e m
ust now

 call him
, 

〝say to m
e w

hat ye like.  I have undertaken

 to K
ing A

rthur to achieve your adventure, and I shall finish it or die in attem
pting it.

〞

（
譯
）
『
姫
よ
』
と
ゲ
ー
レ
ス
（
今
は
本
名
を
云
ふ
が
至
當
）
が
云
つ
た
、
『
心
の
ま
ゝ
何
と
で
も
云
ひ

玉
へ
（say to m

e w
hat ye like

）
、
余
は
既
に
ア
ー
サ
ー
王
に
對
し
て
御
身
の
難
を
救
ふ
の
任
に
當
つ
た

れ
ば
（have undertaken to achieve your adventure

）
、
そ
れ
を
遂
ぐ
る
か
、
試
み
て
斃
る
ゝ
か
、
孰

れ
か
一
つ
（I shall finish it or die in attem

pting it

）
。
』

　
〝Fie on thee, kitchen knave!

〞 cried Lynette, for that w
as the lady's nam

e, 

〝thou shalt m
eet on

e w
hom

, for all the broth thou hast supped, thou darest not look in the face!

〞

　
〝I shall try,

〞 said G
areth quietly.

（
譯
）
『
何
を
申
す
（fie on thee

）
、
臺
所
奴
め
』
と
リ
ネ
ツ
ト
は
云
つ
た
（
そ
れ
が
姫
の
名
で
あ
る

の
だ
）
。
『
其
方
の
立
合
ふ
べ
き
士
は
（thou shalt m

eet one w
hom

）
、
其
方
が
啜
す
つ
た
雜
炊
の
力
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で
は
（for all the broth thou hast supped

）
、
能
う
其
の
顏
を
見
る
さ
へ
得
せ
ま
い
（thou darest not l

ook in the face

）
。
』

『
兎
も
角
も
試
め
す
こ
と
（I shall try

）
』
と
ゲ
ー
レ
ス
は
靜
か
に
云
つ
た
。

（
註
）for all the broth thou hast supped

　
　
汝
が
臺
所
で
ど
ん
な
に
雜
炊
を
食
つ
て
居
て
も
、
と
云

ふ
義
に
し
て
、broth 

と
は
肉
を
細
か
に
刻
み
野
菜
等
を
入
れ
て
煮
た
る
羹
汁
也
。

　Just then a m
an cam

e rushing up to them
.  

〝H
elp! help!

〞 cried he; 

〝m
y m

aster has been set o

n by six ruffians, overcom
e and bound, and I fear for his life.

〞

（
譯
）
恰
も
此
時
一
人
の
男
兩
人
の
處
へ
慌
た
ゞ
し
く
駈
け
來
つ
た
。
『
助
け
て
、
助
け
て
』
と
男
は
叫

ん
だ
、
『
我
主
人
、
惡
漢
六
名
の
狼
藉
に
遇
ひ
（been set on

）
、
力
及
ば
ず
（overcom

e

）
繩
か
け
ら

れ
（bound

）
、
其
の
命
覺
束
な
し
（I fear for his life

）
。
』

　
〝Show

 m
e the w

ay,

〞 said G
areth.  The m

an led him
 to w

here his m
aster lay bound, and three o

f the robbers m
ade off w

hen they saw
 him

 com
ing.  G

areth laid about him
 so fiercely that he soon h

ad the three others disabled, but w
as only slightly w

ounded him
self, ow

ing to his great skill in arm
s
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; then he w
ent back to the prostrate m

an, unbound him
, and helped him

 to regain his horse.
（
譯
）
『
其
場
へ
案
内
い
た
せ
（show

 m
e the w

ay

）
』
と
ゲ
ー
レ
ス
は
云
つ
た
。
其
男
は
主
人
が
縛
ら

れ
居
る
其
場
所
へ
ゲ
ー
レ
ス
を
案
内
し
た
が
、
兇
賊
の
三
人
は
彼
れ
の
來
る
を
見
て
逃
げ
去
つ
た
（m

ad

e off

）
。
ゲ
ー
レ
ス
は
烈
し
く
立
ち
廻
つ
て
（laid about

）
、
手
も
な
く
（soon

）
殘
る
三
人
に
痛
た
手

を
負
は
せ
た
る
（had the three others disabled

）
が
、
打
物
取
つ
て
の
達
人
な
れ
ば
（ow

ing to his gre

at skill in arm
s

）
其
身
に
は
唯
微
傷
を
受
け
た
る
ば
か
り
（w

as only slightly w
ounded him

self

）
。
そ

れ
よ
り
彼
の
打
倒
れ
お
る
（prostrate

）
人
の
處
に
立
戻
つ
て
、
其
繩
を
解
き
放
ち
（unbound

）
、
彼
を

助
け
て
再
び
馬
に
乘
ら
し
め
た
（helped him

 to regain his horse

）
。

　The knight w
as m

ost grateful, and thanked G
areth heartily, and begged him

 to go w
ith him

 to his

 castle and rest and refresh him
self.  H

e even w
ished to rew

ard him
, but G

areth refused.  

〝Sir,

〞 s

aid he, 

〝I w
ill no rew

ard have.  I w
as this day m

ade knight of the noble Sir Launcelot, and this is r

ew
ard enough.  I m

ust follow
 the lady.

〞

（
譯
）
士
は
大
に
其
恩
を
感
じ
て
（w

as m
ost grateful

）
深
く
（heartily

）
ゲ
ー
レ
ス
に
謝
し
、
共
に

其
の
居
城
に
到
り
休
息
し
て
疲
れ
を
癒
さ
ん
事
を
（to refresh him

self

）
乞
ふ
た
。
彼
は
ゲ
ー
レ
ス
に
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報
酬
を
爲
さ
ん
と
ま
で
言
ひ
出
で
た
が
、
こ
れ
を
ゲ
ー
レ
ス
は
斷
は
つ
た
。
『
貴
殿
』
と
ゲ
ー
レ
ス
は
云

つ
た
、
『
報
酬
は
御
受
け
し
難
し
（I w

ill no rew
ard have

＝I w
ill have no rew

ard

）
。
余
は
今
日
譽

れ
あ
る
（noble

）
サ
ー
、
ラ
ン
ス
ロ
ツ
ト
に
取
り
立
て
ら
れ
士
と
な
つ
た
れ
ば
、
こ
れ
に
て
報
酬
に
不

足
は
な
し
（this is rew

ard enough

）
。
余
は
彼
の
姫
に
踵
い
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
』

　W
hen he turned to Lynette, w

ho had thought it prudent to retire a little w
hile the fight w

as going 

on, she abused him
 w

orse than ever.  B
ut he took no notice of her raging, other than to assure her th

at his purpose w
as fixed to go on w

ith her and rescue the unknow
n distressed lady.

（
譯
）
リ
ネ
ツ
ト
は
打
合
ひ
の
其
間
（w

hile the fight w
as going on

）
、
大
事
を
取
り
（thought it pru

dent

）
少
し
遠
ざ
か
つ
て
居
つ
た
る
が
、
ゲ
ー
レ
ス
が
此
方
へ
來
る
と
（w

hen he turned to her

）
愈
々

益
々
彼
を
惡
し
ざ
ま
に
云
ふ
の
で
あ
る
（abused him

 w
orse than ever

）
。
け
れ
ど
も
ゲ
ー
レ
ス
は
其

の
怒
り
を
ば
意
と
し
な
い
で
（took no notice of her raging

）
、
姫
と
共
に
行
き
、
見
知
ら
ぬ
姫
の
災

厄
を
救
は
ん
と
す
る
我
目
的
動
か
ず
（his purpose w

as fixed

）
と
云
ひ
確
か
め
る
計
り
で
あ
つ
た
（too

k no notice

…
…other than to assure her that

）
。
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　Then the knight, seeing there w
as a w

andering lady also, begged them
 both very earnestly to com

e to his castle and rest.  So they rode on together, and for once Lynette forbore to w
rangle.

（
譯
）
其
時
彼
の
士
は
、
外
に
旅
び
の
少
女
（a w

andering lady also

）
の
居
た
る
を
見
て
、
兩
人
共
に

其
の
居
城
に
來
つ
て
休
息
あ
れ
と
切
に
願
ふ
た
。
斯
く
て
三
人
打
連
れ
て
馬
を
進
め
た
、
し
て
此
時
初
め

て
（for once
）
リ
ネ
ツ
ト
も
言
ひ
爭
ひ
を
遠
慮
し
た
（forbore to w

rangle

）
。

　They w
ent into the castle, w

here the knight ordered supper to be spread, and invited the tw
o you

ng people to sit dow
n.  B

ut w
hen G

areth w
as given a place next to Lynette, she rose at once in ange

r, and declared that she w
ould not sit dow

n w
ith a kitchen knave, as it w

as an insult to her dignity.

（
譯
）
一
同
城
中
に
到
れ
ば
、
主
人
の
士
は
夕
餉
の
仕
度
を
命
じ
て
（ordered supper to be spread

）

若
き
兩
人
を
其
席
へ
と
招
じ
た
（invited
…
…to sit dow

n

）
。
併
し
ゲ
ー
レ
ス
の
席
が
リ
ネ
ツ
ト
の
隣

り
に
定
ま
る
と
、
リ
ネ
ツ
ト
は
俄
か
に
怒
つ
て
立
ち
上
が
り
、
我
身
分
の
耻
な
れ
ば
（as it w

as an insul

t to her dignity

）
臺
所
奴
と
同
席
は
な
ら
ず
と
云
ひ
放
つ
た
。

　G
areth's face flushed, but, true to his resolve, he offered no objection.  The host settled the questi
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on by putting G
areth at a side table, and seated him

self by him
, leaving Lynette by herself, w

hich w

as by no m
eans w

hat she w
ished.

（
譯
）
ゲ
ー
レ
ス
の
顏
は
パ
ツ
と
な
つ
た
（flushed

）
が
、
我
初
心
を
變
ぜ
ず
（true to his resolve

）
、

云
ひ
爭
ひ
も
し
な
か
つ
た
（offered no objection

）
。
主
人
は
ゲ
ー
レ
ス
を
側
（
わ
き
）
卓
子
に
坐
ら

せ
、
己
れ
も
其
の
傍
に
座
を
占
め
て
、
リ
ネ
ツ
ト
を
唯
獨
り
殘
し
置
き
、
そ
れ
で
此
難
問
を
片
付
け
た

（settled the question
）
が
、
こ
れ
は
滿
更
リ
ネ
ツ
ト
の
望
み
通
り
で
も
な
か
つ
た
の
で
あ
る
（w

hich 

w
as by no m

eans w
hat she w

ished

）
。

　N
ext m

orning, after breakfast, they thanked the good knight for his hospitality, and set off once 

m
ore.  They rode on and on till they cam

e to a gloom
y forest, through w

hich Lynette led the w
ay, a

nd then they reached the banks of a river.  There w
as only one place w

here they could cross it in saf

ety.  B
y the ford w

ere tw
o knights, w

ho stood on the alert to prevent them
 crossing.  A

gain the lady

 tried her sharp tongue on her patient knight.

（
譯
）
翌
朝
朝
餉
を
濟
ま
し
て
、
兩
人
は
主
人
の
待
遇
（
も
て
な
し
）
を
謝
し
、
再
び
其
の
途
に
上
つ
た

（set off once m
ore

）
。
進
み
進
ん
で
乘
り
行
く
程
に
、
何
時
か
樹
立
小
暗
き
林
へ
（to a gloom

y fores
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t
）
來
る
と
、
リ
ネ
ツ
ト
が
先
き
立
ち
に
な
つ
て
通
り
拔
け
（through w

hich Lynette led the w
ay

）
、

そ
れ
か
ら
、
と
あ
る
河
の
岸
へ
と
着
い
た
。
其
河
を
兩
人
が
無
事
に
越
せ
る
は
、
唯
一
ヶ
所
の
外
に
な
か

つ
た
。
其
渡
り
場
に
は
二
人
の
士
が
兩
人
を
渡
ら
せ
ま
い
と
見
張
り
を
し
て
立
つ
て
居
た
（stood on the

 alert

）
。
又
も
や
姫
は
其
の
舌
の
鋭
き
切
つ
先
を
、
堪
忍
強
き
ゲ
ー
レ
ス
に
向
け
た
（tried her sharp to

ngue on her patient knight

）
。

　
〝B

est go back,

〞 said she, 

〝for you w
on't dare risk your bones!

〞

　
〝N

ot I,

〞 said he; 

〝not if there w
ere six of them

,

〞 and w
ith that he rushed up to the ford.

（
譯
）
『
逃
げ
歸
る
が
上
々
（best go back

）
』
と
姫
は
云
つ
た
、
『
（
所
詮
）
其
方
に
は
、
骨
節
の
試

め
し
は
劍
呑
で
や
れ
ま
い
か
ら
（for you w

on't dare risk your bones

）
。
』

『
人
は
い
ざ
、
余
は
（N

ot I

）
』
と
彼
は
云
つ
た
、
『
（
二
人
は
愚
ろ
か
）
六
人
居
ら
う
と
歸
り
は
せ

ず
。
』
斯
く
云
つ
て
渡
り
場
へ
駈
け
寄
せ
た
。

　Then there w
as another fight, long and hard, but in the end G

areth overcam
e his tw

o assailants, a

nd he and Lynette passed over the river in safety.  Sm
all credit did he get at his lady's hands, how

ev
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er.  

〝A
las!

〞 said she, 

〝that ever a kitchen page should have the fortune to overcom
e tw

o such d

oughty knights.

〞

（
譯
）
茲
に
於
て
、
又
も
や
長
い
手
酷
ど
い
勝
負
が
あ
つ
た
が
、
遂
に
ゲ
ー
レ
ス
は
二
人
の
敵
手
を
打
負

か
し
て
、
彼
と
リ
ネ
ツ
ト
は
恙
が
な
く
河
を
渡
り
超
え
た
。
さ
れ
ど
姫
が
ゲ
ー
レ
ス
に
對
す
る
待
遇
（
あ

し
ら
ひ
）
は
更
ま
り
も
し
な
か
つ
た
（sm

all credit did he get at his lady's hands

）
。
『
笑
止
や
！

（A
las!

）
』
と
彼
女
は
云
つ
た
、
『
運
と
は
云
へ
（the fortune

）
臺
所
奴
が
斯
か
る
勇
士
二
人
ま
で
も

打
負
か
す
事
の
あ
ら
う
と
は
（that ever a kitchen page should have

…
…to overcom

e tw
o such doug

hty knights

）
。
』

（
註
）sm

all credit did he get at his lady's hands

＝he got sm
all credit at his lady's hands

＝he did n

ot receive m
uch credit from

 her

、
即
ち
之
れ
に
依
り
て
彼
に
對
す
る
姫
の
信
用
は
増
さ
な
か
つ
た
、
也
。

　G
areth took no notice, and only suggested that they should push on; and seeing she could m

ake n

o im
pression on him

, she consented.  A
fter riding nearly all day, they cam

e to a strange place.  Ther

e w
as a black haw

thorn, and on it hung a black banner; on the other side there hung a black shield, 

and by it a long black spear, and there w
as a great black horse fastened to it, and hard by there w

as 

58アーサー王物語



a black stone.  O
n the stone sat a knight all in black arm

our, and his nam
e w

as the K
night of the B

la

ck Lands.
（
譯
）
ゲ
ー
レ
ス
は
之
れ
を
心
に
と
め
ず
（took no notice

）
、
唯
先
へ
急
が
ん
と
促
が
す
ば
か
り
（onl

y suggested that they should push on

）
。
姫
は
又
、
何
と
云
つ
て
も
ゲ
ー
レ
ス
が
一
向
氣
に
せ
ぬ
の
で

（seeing she could m
ake no im

pression on him

）
、
其
の
云
ふ
に
任
せ
た
（consented

）
。
殆
ん
ど
終

日
乘
つ
て
か
ら
、
變
な
處
に
着
い
た
。
其
處
に
は
一
本
の
黒
い
山
櫨
（
サ
ン
ザ
シ
）
が
生
へ
て
居
て
、
其

れ
に
黒
い
旗
が
掛
か
つ
て
お
る
。
又
其
一
方
に
は
黒
い
楯
が
掛
つ
て
、
其
の
側
に
長
い
黒
い
槍
、
そ
れ
に

大
き
な
黒
い
馬
が
繋
が
れ
、
直
ぐ
側
に
黒
い
石
が
一
つ
あ
つ
た
。
其
石
の
上
に
一
人
の
士
が
黒
い
甲
冑
に

身
を
固
め
て
（all in black arm

our
）
坐
し
て
居
た
が
、
其
の
名
は
黒
土
の
騎
士
と
云
ふ
の
で
あ
つ
た
。

　W
hen Lynette saw

 this, she advised G
areth to fly dow

n the valley, for his horse w
as not saddled.

　
〝N

ay, w
ould you have m

e a cow
ard?

〞 said G
areth, sm

iling.

（
譯
）
リ
ネ
ツ
ト
は
こ
れ
を
見
る
と
、
其
士
の
馬
に
鞍
が
置
い
て
な
い
か
ら
、
（
疾
く
）
谷
を
下
が
つ
て

逃
げ
よ
と
（to fly dow

n the valley

）
ゲ
ー
レ
ス
に
勸
め
た
。

　
『
何
を
仰
つ
し
や
る
（nay

）
、
御
身
は
余
を
臆
病
も
の
に
し
や
う
と
や
』
、
微
笑
（
ほ
ゝ
ゑ
み
）
な
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が
ら
ゲ
ー
レ
ス
は
云
つ
た
。

　Then the B
lack K

night m
ade ready to fight, and after a short but sharp passage w

as overcom
e an

d killed.

（
譯
）
す
る
と
黒
騎
士
は
鬪
ひ
の
用
意
を
な
し
、
烈
し
く
切
り
結
ん
だ
が
、
手
も
な
く
（after a short b

ut sharp passage

）
負
け
て
殺
さ
れ
た
。

　A
fter this they rode on again, and presently they m

et a knight dressed all in green, w
ith a green s

hield and a green spear.  H
e, like the first, w

as anxious to fight, and G
areth w

as nothing loth; so the

y set to w
ith great fierceness.  H

ard and quick cam
e the blow

s, and for a tim
e the result seem

ed unc

ertain, w
hen a fortunate stroke brought the G

reen K
night to the ground, and G

areth stood over him
, 

ready to kill him
.

（
譯
）
こ
れ
が
濟
ん
で
、
兩
人
は
再
び
騎
り
出
し
た
が
、
忽
ち
又
、
緑
の
甲
冑
に
身
を
堅
め
、
緑
の
楯
、

緑
の
槍
を
持
つ
て
居
る
騎
士
に
出
遇
つ
た
。
前
の
ゝ
や
う
に
（like the first

）
こ
れ
も
鬪
ひ
を
急
せ
つ
た

（w
as anxious to fight

）
が
、
ゲ
ー
レ
ス
何
條
厭
ふ
べ
き
（w

as nothing loth

）
。
そ
こ
で
兩
騎
士
烈
し
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く
戰
ひ
（set to

）
、
火
花
を
散
ら
し
て
切
結
び
（hard and quick cam

e the blow
s

）
、
暫
し
勝
負
も
見

分
か
な
か
つ
た
（for a tim

e the result seem
ed uncertain

）
が
、
運
好
き
一
撃
（a fortunate stroke

）

緑
の
騎
士
を
地
上
に
打
ち
伏
せ
（brought

…
…to the ground

）
、
ゲ
ー
レ
ス
之
れ
に
打
ち
跨
が
つ
て
、

あ
は
や
彼
を
殺
さ
ん
と
す
（ready to kill him

）
。

　B
ut Lynette, w

ho had begun to respect her cham
pion in spite of herself, called out loudly to him

 t

hat he w
as to spare him

.

　
〝N

ay,

〞 said G
areth, 

〝not unless you ask m
e for your sake to show

 m
ercy.

〞

（
譯
）
と
こ
ろ
が
、
心
な
ら
ず
も
（in spite of herself

）
ゲ
ー
レ
ス
を
尊
敬
し
始
め
た
る
リ
ネ
ツ
ト
は
、

其
士
助
く
べ
き
ぞ
と
、
聲
高
く
ゲ
ー
レ
ス
に
呼
び
か
け
た
。

『
否
』
と
ゲ
ー
レ
ス
は
云
つ
た
、
『
御
身
に
免
じ
て
（for your sake

）
容
赦
せ
よ
と
、
乞
ふ
に
あ
ら
ず

ば
免
る
し
難
し
。
』

　
〝Fair dam

sel,

〞 cried out the G
reen K

night, as she hesitated, 

〝I beseech you, ask for m
y life, a

nd I have thirty m
en at m

y com
m

and, and they shall be at his orders, if he w
ill but spare m

e.

〞
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（
譯
）
『
美
は
し
き
姫
よ
』
と
、
リ
ネ
ツ
ト
が
躊
ら
う
の
で
緑
の
騎
士
は
叫
ん
だ
、
『
御
願
ひ
な
り
（I 

beseech you

）
、
我
命
乞
ひ
を
爲
し
玉
は
れ
（ask for m

y life

）
、
し
て
余
に
は
三
十
人
の
手
下
あ
り
ま

す
る
が
、
（I have thirty m

en at m
y com

m
and

）
、
此
士
が
余
の
命
さ
へ
助
け
ん
と
な
ら
ば
、
其
三
十

人
は
彼
が
命
に
任
せ
ま
し
や
う
（they shall be at his orders

）
。

　So, m
uch against her w

ill, the proud Lynette w
as obliged to ask G

areth for her sake to spare the 

prostrate m
an, and G

areth agreed.  The G
reen K

night, all his fire and fury gone, and aching horribl

y in all his bones, did hom
age to G

areth, and thanked Lynette for her intercession on his behalf.

（
譯
）
さ
れ
ば
、
傲
慢
な
リ
ネ
ツ
ト
も
、
い
や
ゝ
ゝ
な
が
ら
（m

uch against her w
ill

）
、
自
分
に
免
じ

て
打
倒
れ
お
る
士
を
助
け
ん
事
を
、
ゲ
ー
レ
ス
に
乞
は
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
、
し
て
ゲ
ー
レ
ス
は
乞
ひ
に

應
じ
た
。
憤
り
も
猛
り
も
消
え
失
せ
（all his fire and fury gone

）
、
總
身
の
骨
（in all his bones

）
碎

く
る
ば
か
り
痛
む
（aching horribly

）
緑
の
騎
士
は
、
ゲ
ー
レ
ス
に
服
從
の
禮
を
取
り
（did him

 hom
a

ge

）
、
己
が
爲
め
の
（on his behalf

）
取
成
し
を
（for her intercession

）
リ
ネ
ツ
ト
に
感
謝
し
た
。

　H
e also prom

ised that he and his thirty knights should be ready at any tim
e to do battle for king 
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A
rthur, if called upon.  H

e begged them
 to spend the night at his castle, w

hich they did, and supped 

together, the only trouble being that again Lynette refused to sit dow
n next to Sir G

areth.  B
ut the G

reen K
night--and he w

as a good judge of m
en--settled the m

atter in the sam
e w

ay as the other host 

had done, and again Lynette sat by herself.

（
譯
）
彼
れ
は
又
、
召
さ
る
ゝ
あ
ら
ば
（if called upon

）
、
己
れ
と
手
下
（his

）
三
十
人
の
士
共
と
は

何
時
た
り
と
も
（at any tim

e

）
、
イ
ザ
と
云
ふ
直
ぐ
（should be ready

）
ア
ー
サ
ー
王
の
馬
前
に
立
つ

て
戰
ふ
べ
し
（to do battle for king A

rthur

）
と
約
束
し
た
。
彼
は
（
又
）
其
夜
は
己
が
居
城
で
過
ご
さ

れ
た
し
と
乞
ひ
、
兩
人
は
其
意
に
從
ひ
（w

hich they did

）
、
共
に
夕
食
を
喫
し
た
が
、
唯
一
つ
の
難
事

と
云
ふ
は
、
リ
ネ
ツ
ト
が
又
も
や
サ
ー
、
ゲ
ー
レ
ス
の
側
に
坐
る
を
拒
ば
ん
だ
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
緑

の
騎
士
は
　
　
人
の
見
や
う
が
上
手
で
あ
つ
て
（w

as a good judge of m
en

）
　
　
前
に
兩
人
を
饗
應

（
も
て
な
し
）
た
士
の
し
た
と
（as the other host had done

）
同
じ
遣
り
方
で
其
判
き
を
付
け
て
（sett

led the m
atter

）
、
此
度
も
リ
ネ
ツ
ト
は
獨
り
離
れ
て
席
に
着
い
た
（sat by herself

）
。

　N
ext m

orning, after breakfast, the G
reen K

night w
ished them

 good-speed, and aw
ay they rode o

nce m
ore.  A

fter an hour's riding, they cam
e to a beautiful castle, shining in the m

orning sunlight, a
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nd over the tow
er there hung fifty shields of different colours, for there w

as to be a great tournam
en

t next day.  N
ow

 the lord of the castle w
as looking out of a w

indow
, and saw

 the lady approaching, 

and G
areth, arm

ed at all points.

（
譯
）
翌
朝
、
朝
餉
を
了
つ
て
、
緑
の
騎
士
は
兩
人
が
道
中
の
無
事
を
祈
り
（w

ished them
 good-speed

）
、
又
も
や
兩
人
は
騎
り
出
で
た
。
行
く
事
一
時
間
に
し
て
、
と
あ
る
立
派
な
城
に
着
い
た
、
城
は
朝
日

に
輝
い
て
、
城
樓
の
上
に
は
色
樣
々
の
五
十
の
楯
が
掛
け
連
な
つ
て
る
、
之
れ
は
翌
日
大
試
合
が
（a gre

at tournam
ent

）
あ
る
筈
で
あ
つ
た
か
ら
。
さ
て
も
城
の
主
じ
は
窓
よ
り
外
を
眺
め
居
て
、
近
付
く
姫
と

隙
間
な
く
（at all points

）
物
の
具
つ
け
た
ゲ
ー
レ
ス
と
を
見
た
。

　
〝I w

ill go dow
n and engage w

ith him
,

〞 said he, 

〝for I see he is a knight-errant.

〞  So he arm

ed him
self in blue from

 top to toe, and he had a blue shield and blue spear.  Then he sallied out to 

m
eet G

areth, and again there w
as a fight, and, as before, G

areth w
as the victor, and held his adversa

ry under his sw
ord.

（
譯
）
『
い
ざ
下
り
行
き
て
彼
と
勝
負
を
な
さ
ん
』
と
彼
は
云
つ
た
、
『
彼
は
正
し
く
（I see

）
武
者
修

行
の
も
の
な
れ
ば
。
』
か
く
て
彼
は
頂
き
よ
り
爪
先
に
至
る
ま
で
（from

 top to toe

）
青
の
甲
冑
に
身
を
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堅
め
て
、
青
い
楯
と
青
い
槍
と
を
提
げ
た
。
そ
れ
よ
り
彼
は
ゲ
ー
レ
ス
に
立
向
は
ん
と
駈
け
出
で
ゝ
（sa

llied out to m
eet

）
、
又
も
や
格
鬪
と
な
つ
た
が
、
前
の
如
く
勝
は
ゲ
ー
レ
ス
（G

areth w
as the victor

）
、
其
の
劍
の
下
に
敵
手
を
押
へ
た
（held his adversary under his sw

ord

）
。

　The B
lue K

night cried out for m
ercy, and once m

ore Lynette had to hum
ble herself and beg for 

m
ercy, as she did not w

ish the m
an to be killed at her feet.  H

e had fifty knights at his com
m

and, an

d he also prom
ised to lead them

 in K
ing A

rthur's service if needed.

（
譯
）
青
の
騎
士
は
聲
揚
げ
て
命
乞
ひ
し
た
。
し
て
リ
ネ
ツ
ト
は
、
己
が
足
許
で
其
士
の
殺
さ
る
ゝ
を
好

ま
な
か
つ
た
故
、
茲
に
再
び
是
非
な
く
我
慢
を
折
つ
て
（to hum

ble herself

）
命
乞
ひ
し
た
。
此
士
は
手

下
（at his com

m
and

）
五
十
人
あ
つ
た
が
、
同
じ
く
、
い
ざ
と
云
ふ
場
合
に
は
（if needed

）
手
下
を

率
ゐ
て
（to lead

）
ア
ー
サ
ー
王
に
奉
公
せ
ん
と
（in K

ing A
rthur's service

）
約
束
し
た
。

　They stayed the night, and in the m
orning they set off, Lynette no longer riding in front in her ha

ughty w
ay, but by Sir G

areth's side, for she w
as beginning to acknow

ledge in her heart that, w
hatev

er his nam
e m

ight be, he w
as a very fine fellow

.
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（
譯
）
姫
と
ゲ
ー
レ
ス
は
其
夜
其
處
に
滯
ま
つ
て
、
翌
朝
出
立
し
た
、
リ
ネ
ツ
ト
は
最
早
例
の
傲
然
と

（in her haughty w
ay

）
先
き
に
は
立
た
ず
（not riding in front

）
、
サ
ー
、
ゲ
ー
レ
ス
と
轡
を
駢
べ
た
。

こ
れ
蓋
し
（for

）
其
の
名
は
何
ん
で
あ
ら
う
と
、
彼
は
頗
る
優
れ
者
（a very fine fellow

）
だ
と
、
心

の
中
に
認
め
掛
け
て
居
た
の
で
あ
る
。

　B
ut now

 there w
as com

ing the greatest trial of all, for at last, after all these delays, they drew
 nea

r the C
astle D

angerous, w
here D

am
e Lyonors, w

ho w
as really Lynette's sister, w

as besieged.

（
譯
）
さ
り
な
が
ら
今
や
、
あ
ら
ゆ
る
中
に
も
最
大
の
難
關
が
（the greatest trial

）
近
い
て
來
た
、
と

云
ふ
も
の
は
、
斯
く
兎
も
角
と
手
間
取
り
し
が
（after all these delays

）
、
愈
兩
人
は
『
危
難
の
城
』

に
程
も
な
く
な
つ
た
（drew

 near

）
か
ら
、
即
ち
其
城
に
は
ま
こ
と
リ
ネ
ツ
ト
の
姉
な
る
リ
オ
ノ
ル
ス
姫

が
取
り
籠
め
ら
れ
て
居
た
の
で
あ
る
。

　The three knights w
hom

 G
areth had overcom

e w
ere brothers of the R

ed K
night of the R

ed Lands

, and they had been given the task of m
aking an end on the w

ay of any knight w
ho should com

e to t

he rescue.  H
ow

ever, this valiant youth w
as a m

atch for them
 all, and even Lynette's caution that th
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ey w
ere nearing the castle did not cause him

 the slightest fear.
（
譯
）
ゲ
ー
レ
ス
が
打
負
か
し
た
る
（w

hom
 G

areth had overcom
e

）
三
人
の
騎
士
は
、
赤
土
の
赤
の

士
の
兄
弟
で
、
姫
の
援
ひ
に
來
る
士
あ
ら
ば
誰
れ
な
り
と
も
（any knight w

ho should com
e

）
、
之
を

喰
ひ
止
む
る
役
目
を
（the task of m

aking an end on the w
ay of

）
吩
附
か
つ
て
居
た
の
で
あ
つ
た
。

さ
れ
ど
此
剛
氣
の
若
者
、
皆
掛
り
で
も
引
け
を
取
ら
ず
（w

as a m
atch for them

 all

）
、
し
て
愈
々
城
が

間
近
か
に
な
つ
た
と
、
リ
ネ
ツ
ト
の
警
め
（caution

）
も
彼
を
び
く
と
も
さ
せ
は
し
な
ん
だ
（did not ca

use him
 the slightest fear

）
。

　If he had a trem
or, it w

as one of pleasure, for the fire in Lynette's eyes w
as softened, and there w

as quite a kindly tone in her voice as she begged him
 to be careful, 

〝For,

〞 said she, 

〝I dread m
e 

full sore lest that you should suffer som
e hurt and that I w

ould not have, for you are a brave knight 

and a gentle, and I am
 truly sorry I used you so roughly.

〞

（
譯
）
よ
し
身
震
ひ
が
あ
つ
た
に
し
て
も
（if he had a trem

or

）
、
そ
れ
は
嬉
し
さ
の
餘
り
で
あ
つ
た

（it w
as one of pleasure

）
、
と
云
ふ
の
は
、
リ
ネ
ツ
ト
の
險
は
し
い
眼
色
（fire in Lynette's eyes

）

も
今
は
柔
ら
ぎ
、
用
心
せ
よ
と
頼
ん
だ
る
（as she begged him

 to be careful

）
聲
音
の
中
に
も
し
み
じ
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み
親
切
な
と
こ
ろ
が
（quite a kindly tone

）
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
『
と
申
す
の
は
』
と
姫
は
云
つ
た
、

『
御
身
に
怪
我
で
も
あ
つ
て
は
と
（lest that you should suffer som

e hurt

）
心
配
で
な
り
ま
せ
ぬ
（I d

read m
e full sore

）
、
御
身
は
勇
ま
し
く
も
ま
た
や
さ
し
い
士
な
れ
ば
（for you are a brave knight and

 a gentle
）
、
そ
ん
な
事
の
な
い
や
う
に
祈
り
ま
す
る
（that I w

ould not have

）
、
し
て
又
妾
は
御
身
に

對
す
る
こ
れ
ま
で
の
無
禮
を
ば
（I used you so roughly

）
眞
に
後
悔
致
し
ま
す
る
（I am

 truly sorry

）

。
』

（
註
）I dread m

e full sore
のm

e
はethical dative

と
稱
し
、
話
し
手
が
其
の
話
し
に
身
を
入
れ
て
云
ふ

時
に
縷
々
用
ゐ
ら
れ
其
の
口
調
を
強
く
す
る
の
力
あ
り
、
殊
に
沙
翁
の
戯
曲
等
に
多
し
、
要
す
る
にrefle

ctive prooun

と
大
差
な
し
と
知
る
べ
し

　
〝D

ear lady,

〞 said G
areth, 

〝do not speak of it; for you have done m
e no harm

, and now
 I shall

 fight better than ever I did, under the sunshine of your sm
ile.

〞  So on they rode in high spirits, an

d in the afternoon they cam
e to a gloom

y castle, and there w
as m

artial m
usic sounding from

 w
ithin.

（
譯
）
『
志
し
は
辱
け
な
し
（dear lady

）
』
と
ゲ
ー
レ
ス
は
云
つ
た
、
『
（
さ
れ
ど
）
其
の
御
言
葉
に
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は
及
び
申
さ
ず
（do not speak of it

）
、
御
身
よ
り
受
け
た
る
害
は
何
も
な
し
（you have done m

e no 

harm
）
、
此
上
は
御
身
が
笑
顏
の
光
を
受
け
て
（under the sunshine of your sm

ile

）
、
こ
れ
ま
で
の

働
き
に
ま
さ
る
（than ever I did

）
見
事
の
戰
ひ
出
來
ま
す
（I shall fight better

）
れ
ば
（for

）
。
』

斯
く
て
兩
人
は
心
勇
ん
で
（in high spirits

）
騎
り
進
み
、
其
の
晝
後
に
、
物
凄
き
古
城
（a gloom

y cas

tle

）
に
着
い
た
が
、
城
の
中
よ
り
は
軍
樂
の
音
（m

artial m
usic

）
鳴
り
響
い
て
お
つ
た
。

　C
lose by the entrance there w

as a sycam
ore tree, and on it hung a horn of ivory, the largest they 

had ever seen.  Said Lynette, 
〝The K

night of the R
ed Lands has hung it up there, and if any errant 

knight should com
e by and w

ish to fight, he m
ust blow

 that horn, and then the R
ed K

night w
ill com

e out and do battle w
ith him

.

〞

（
譯
）
城
門
に
接
し
て
（close by

）
シ
カ
モ
ー
ア
樹
が
あ
る
、
そ
れ
に
象
牙
の
號
角
（
ラ
ツ
パ
）
が
掛

つ
て
居
て
、
兩
人
が
未
だ
見
た
事
も
な
い
程
に
大
き
い
も
の
で
あ
つ
た
（the largest they had ever seen

）
。
リ
ネ
ツ
ト
は
云
つ
た
、
『
こ
れ
を
其
處
に
掛
け
た
の
は
赤
土
の
赤
の
士
で
あ
つ
て
、
何
人
に
も
あ
れ

武
者
修
行
の
者
此
處
に
來
て
（com

e by

）
鬪
ひ
を
望
ま
ば
、
其
者
は
此
號
角
を
吹
く
べ
き
定
め
で
あ
る

（he m
ust blow

 that horn

）
、
さ
す
れ
ば
赤
の
士
は
立
出
で
ゝ
其
者
と
勝
負
を
ば
す
る
の
で
す
。
』
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（
註
）sycam

ore 

は
楓
樹
の
一
種
、
大
木
に
し
て
其
の
樹
肌
白
く
鳶
色
の
斑
あ
り
て
頗
る
見
事
な
る
樹

也
。

　
〝B

ut I pray you, sir

〞--Lynette w
as grow

ing civil--

〝do not blow
 it now

, but w
ait till it is night

, for from
 now

 till sunset he has the strength of seven, but after that tim
e he has only w

hat belongs t

o him
 of right.

〞

（
譯
）
『
さ
り
な
が
ら
、
御
身
願
は
く
は
（I pray you, sir

）
　
　
リ
ネ
ツ
ト
は
次
第
に
慇
懃
に
な
る

（w
as grow

ing civil

）
　
　
『
今
そ
れ
を
吹
か
れ
ず
に
、
夜
陰
に
な
る
ま
で
待
ち
玉
へ
（w

ait till it is n

ight

）
。
と
申
す
は
、
今
よ
り
日
沒
に
至
る
ま
で
は
、
彼
の
士
に
七
人
力
有
り
ま
す
れ
ど
、
其
の
後
に
至

れ
ば
、
當
然
（of right

＝properly

）
身
に
備
は
る
丈
の
力
し
か
（only w

hat belongs to him

）
持
ち
ま

せ
ぬ
故
。
』

　
〝O
h, m

y lady,

〞 cried G
areth, 

〝do not talk to m
e of fear; no m

atter w
hat strength he m

ay have

, I w
ill rescue your sister or die.

〞

（
譯
）
『
嗚
呼
姫
よ
』
と
ゲ
ー
レ
ス
は
叫
ん
だ
、
『
氣
弱
い
事
語
り
玉
ふ
な
（do not talk to m

e of fear
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）
、
其
士
如
何
な
る
力
あ
ら
う
と
（w

hat strength he m
ay have

）
物
か
は
（no m

atter

）
、
余
は
御
身

の
姉
君
を
救
ひ
申
さ
ん
、
さ
ら
ず
ば
死
す
る
ば
か
り
の
事
。
』

　A
nd w

ith that he spurred his horse up to the sycam
ore tree, and blew

 such a blast on the horn that

 the castle rang w
ith the sound.  Then the R

ed K
night arm

ed him
self in haste, and all w

as blood red

--his arm
our, spear, and shield.  A

nd he rode out of the castle gate to m
eet G

areth.

（
譯
）
さ
て
斯
く
云
つ
て
ゲ
ー
レ
ス
は
馬
急
き
立
て
ゝ
（spurred his horse

）
シ
カ
モ
ー
ア
樹
に
乘
り
寄

せ
（up to

）
、
其
の
音
（w

ith the sound

）
城
を
震
は
す
ば
か
り
（that the castle rang

）
に
號
角
を
吹

き
立
つ
（blew

 such a blast on the horn

）
。
す
る
と
赤
の
士
は
、
急
ぎ
（in haste

）
物
の
具
に
身
を
固

め
た
が
、
悉
く
皆
紅
な
い
の
血
潮
の
色
、
　
　
鎧
兜
も
、
槍
も
楯
も
。
斯
く
て
彼
は
ゲ
ー
レ
ス
に
立
向
は

ん
と
城
門
を
騎
り
出
で
た
。

　
〝Sir,

〞 said Lynette, 

〝look that you be m
erry and bold, for here com

es your deadly enem
y, an

d at yonder w
indow

 is m
y sister, D

am
e Lyonors, w

hom
 he holds in bondage.

〞

（
譯
）
『
何
卒
』
と
リ
ネ
ツ
ト
は
云
つ
た
、
『
心
し
て
氣
を
勵
ま
し
勇
を
奮
ひ
玉
へ
（look that you be 
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m
erry and bold

）
、
御
身
の
剛
敵
見
え
ま
す
れ
ば
（for here com
es your deadly enem

y

）
。
し
て
彼
方

の
窓
に
、
彼
れ
の
手
に
虜
は
れ
と
な
り
お
る
（w

hom
 he holds in bondage

）
我
姉
君
リ
オ
ノ
ル
ス
姫
が

居
り
ま
す
る
。
』

　
〝She is the fairest lady--save one--that I have ever seen,

〞 said G
areth, 

〝and I am
 proud to do 

battle for her.

〞  A
nd he looked up to the w

indow
 w

ith a bright sm
ile, and D

am
e Lyonors sm

iled in

 return, and w
aved her hand.

（
譯
）
『
（
げ
に
）
絶
世
の
美
人
（she is the fairest lady

）
　
　
唯
一
人
を
外
に
し
て
は
（save one

）

　
　
斯
か
る
美
人
は
見
た
る
こ
と
な
し
』
と
ゲ
ー
レ
ス
は
云
つ
た
、
『
し
て
斯
か
る
姫
の
爲
め
に
戰
ふ
は

我
身
の
面
目
（I am

 proud

）
。
』
斯
く
て
ゲ
ー
レ
ス
は
窓
打
ち
見
上
げ
て
莞
爾
と
笑
め
ば
（w

ith a brig

ht sm
ile

）
、
リ
オ
ノ
ル
ス
姫
も
笑
み
を
返
へ
し
て
（sm

iled in return

）
其
の
手
を
打
ち
振
る
。

　Then the R
ed K

night called out in a great voice, 
〝Leave, Sir K

night, thy looking, and bew
are of

 m
e, for she is m

y lady, and for her I have fought m
any battles.

〞

（
譯
）
其
時
赤
の
士
は
大
音
聲
に
叫
け
ん
だ
、
『
遠
慮
め
さ
れ
（leave

）
士
殿
、
其
方
を
見
る
は
（thy l
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ooking

）
。
某
し
此
處
に
あ
り
と
知
ら
ず
や
（bew

are of m
e

）
。
彼
の
姫
は
我
も
の
（m

y lady

）
に
て
、

姫
の
爲
め
に
我
は
數
多
度
の
戰
ひ
を
爲
し
た
る
ぞ
よ
（for

）
。
』

（
註
）leave thy looking 

は
汝
の
眺
む
る
を
止
め
よ
、
即
ち
城
中
に
あ
る
姫
の
方
を
眺
む
る
を
や
め
よ
、

の
義
也
。

　
〝That m

ay be,
〞 said G

areth, 

〝but I w
arrant she cares little for your com

pany, or she w
ould n

ot have sent to ask for help against you.  I w
ill rescue her from

 your hands, or die in the attem
pt.

〞

（
譯
）
『
さ
う
で
も
あ
ら
う
（that m

ay be

）
』
と
ゲ
ー
レ
ス
は
云
つ
た
、
『
な
れ
ど
も
姫
が
汝
と
共
に

あ
る
を
（for your com

pany

）
好
ま
れ
ぬ
は
（cares little

）
必
定
な
り
（I w

arrant

）
、
さ
も
な
く
ば

（or

）
何
條
姫
が
、
助
け
を
求
め
に
言
ひ
越
し
て
汝
を
除
か
ん
と
せ
ら
れ
う
ぞ
（w

ould not have sent to

 ask for help against you

）
。
余
は
汝
の
手
よ
り
姫
を
援
は
ん
、
な
ら
ず
ば
（or

）
其
目
的
に
斃
れ
ん
の

み
（w

ill die in the attem
pt

）
。
』

　
〝Y

ou had better take w
arning,

〞 said the R
ed K

night; 
〝look in those trees yonder.

〞  A
nd ther

e hung upon the trees forty dead knights, w
ith their shields and sw

ords about their necks and gilt sp
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urs on their heels.  

〝These doughty cham
pions,

〞 said the R
ed K

night, w
ith a grim

 sm
ile, 

〝all ca

m
e hither on the sam

e errand as yourself.  Perhaps you w
ould like to join them

?  I dare say I can fin

d another tree!

〞

（
譯
）
『
汝
、
先
ず
此
事
聞
い
て
覺
悟
を
定
め
る
が
可
か
ら
う
ぞ
（you had better take w

arning

）
と

赤
の
士
が
云
つ
た
、
『
彼
方
の
樹
立
ち
を
覗
い
て
見
よ
。
』
し
て
其
處
に
は
四
十
人
の
士
の
死
骸
が
、
其

の
首
に
は
楯
と
劍
、
其
の
踵
に
は
鍍
金
し
た
拍
車
が
附
い
て
、
懸
か
つ
て
お
る
、
『
あ
れ
ら
の
豪
勇
な
る

騎
士
共
は
』
と
せ
ゝ
ら
笑
つ
て
（w
ith a grim

 sm
ile

）
赤
の
士
は
云
つ
た
、
『
昔
汝
と
同
じ
使
命
を
帶

び
て
此
處
に
來
た
の
だ
、
思
ふ
に
汝
も
其
の
仲
間
入
り
を
し
や
う
な
（perhaps you w

ould like to join t

hem
?

）
。
又
一
本
（
懸
け
る
）
樹
を
搜
が
す
に
困
ら
う
か
や
（I dare say I can find another tree!

）
。
』

（
註
）I dare say

…
…tree! 

は
文
字
通
り
に
は
、
多
分
又
一
本
の
樹
を
見
つ
く
る
事
が
出
來
や
う
、
即
ち

敵
を
殺
し
て
其
の
死
骸
を
懸
け
る
樹
に
不
自
由
は
な
か
ら
う
、
の
意
也
。

　
〝M
ake ready,

〞 cried G
areth fiercely, 

〝for I w
ill parley no longer.

〞  H
e desired Lynette to st

and aw
ay at a safe distance, and then the tw

o rushed together w
ith a trem

endous onslaught.

（
譯
）
『
勝
負
の
用
意
』
と
、
憤
然
と
し
て
ゲ
ー
レ
ス
は
叫
ん
だ
、
『
最
早
問
答
は
無
益
な
る
ぞ
（for I 
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w
ill parley no longer

）
。
』
彼
は
怪
我
な
き
程
の
隔
り
に
（at a safe distance

）
退
（
さ
が
）
り
居
ら

ん
事
を
（to stand aw

ay

）
リ
ネ
ツ
ト
に
乞
ひ
、
そ
れ
よ
り
（and then

）
二
人
の
士
、
互
に
獅
子
奮
迅
と

（w
ith a trem

endous onslaught

）
打
つ
て
掛
か
つ
た
。

　O
h! but it w

as a long and a hard battle, by far the w
orst G

areth had fought, for the w
icked knight 

had the strength of seven m
en.  Suddenly G

areth fell to the ground and seem
ed unable to recover hi

m
self, and the R

ed K
night fell over him

 to hold him
 dow

n.

（
譯
）
嗚
呼
！
さ
れ
ど
是
れ
果
て
し
も
あ
ら
ぬ
大
苦
鬪
（it w

as a long and a hard battle

）
、
無
道
の
士

は
七
人
力
あ
つ
た
れ
ば
、
ゲ
ー
レ
ス
に
取
つ
て
是
れ
ま
で
に
（G

areth had fought

）
較
べ
も
な
ら
ぬ

（by far

）
最
惡
戰
（the w

orst

）
で
あ
つ
た
の
だ
。
突
然
ゲ
ー
レ
ス
は
地
に
倒
れ
、
再
び
起
き
得
や
う

と
も
思
は
れ
ず
（seem

ed unable to recover him
self

）
、
し
て
赤
の
士
は
彼
を
押
さ
へ
付
け
ん
と
（to h

old him
 dow

n

）
其
の
上
に
折
り
重
さ
な
つ
た
（fell over him

）
。

　Then Lynette burst out w
eeping, and cried, 

〝O
h, Sir B

eaum
ains! w

hat is becom
e of thy strength

, in w
hich w

e trusted?

〞
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（
譯
）
す
る
と
リ
ネ
ツ
ト
は
堪
ま
ら
ず
泣
き
出
し
て
（burst out w

eeping

）
叫
け
ん
だ
。
『
嗚
呼
、
ボ

ー
メ
ン
ズ
殿
、
妾
等
が
頼
り
に
し
た
る
（in w

hich w
e trusted

）
御
身
の
力
は
、
何
う
な
り
し
ぞ
や
（w

hat is becom
e of thy strength

）
。
』

　W
ith that, liquid fire seem

ed to run through G
areth's veins.  H

e flung off his enem
y, sprang to his

 feet, and rushed upon him
 w

ith renew
ed vigour.  So fast and furious w

ere his strokes that the sw
or

d flew
 out of the other's hand, and the next m

om
ent he w

as helpless on the ground.

（
譯
）
之
を
聞
く
と
（w

ith that
）
、
ゲ
ー
レ
ス
の
脈
を
走
る
血
潮
は
燃
え
立
つ
て
火
と
な
る
心
地
（liq

uid fire seem
ed to run through G

areth's veins

）
。
彼
は
其
の
敵
を
跳
ね
除
け
（flung off

）
、
躍
り
立

ち
（sprang to his feet

）
、
幾
倍
の
力
を
新
た
に
し
て
（w

ith renew
ed vigour

）
敵
に
飛
び
掛
つ
た

（rushed upon him

）
。
繁
き
烈
し
き
其
の
打
手
に
（so fast and furious w

ere his strokes

）
敵
の
劍
は

打
ち
飛
ば
さ
れ
（the sw

ord flew
 out of the other's hand

）
、
見
る
間
に
（the next m

om
ent

）
敵
は
地

上
に
仆
れ
て
詮
術
（
せ
ん
す
べ
）
な
し
（w

as helpless
）
。

　
〝O

h, noble knight, I yield m
e unto thy m

ercy,

〞 gasped the R
ed K

night.
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　Then G
areth said, 

〝I ought not to save thy life, for the sake of all those knights thou didst slay s

o sham
efully.

〞

（
譯
）
『
嗟
、
倫
ひ
な
き
勇
士
、
余
は
屈
服
し
て
御
身
の
慈
悲
を
乞
ふ
（I yield m

e unto thy m
ercy

）
』

と
赤
の
士
は
苦
し
き
息
で
云
つ
た
（gasped

）
。
す
る
と
ゲ
ー
レ
ス
は
云
つ
た
、
『
汝
が
斯
く
も
無
道
に

（sham
efully

）
屠
り
殺
し
た
（didst slay

）
是
等
の
士
一
同
に
對
し
（for the sake of

）
、
汝
の
命
助
く

る
事
相
な
ら
ず
（ought not to save

）
。
』

　
〝Stay thy hand,

〞 said the vanquished m
an, 

〝and I w
ill tell thee w

hy I treated them
 so.  I once

 loved a fair dam
sel, and her brother w

as slain, and she said it w
as Sir Launcelot or G

aw
aine w

ho di

d the deed, and she m
ade m

e prom
ise that I should daily seek out those of the C

ourt, and put them
 t

o a sham
eful death as a reprisal.

〞

（
譯
）
『
暫
ら
く
其
手
を
（stay thy hand

）
』
と
敗
け
た
る
士
は
云
つ
た
、
『
し
て
彼
士
共
を
斯
く
無

殘
に
扱
つ
た
る
次
第
を
（w

hy I treatd them
 so

）
申
さ
ん
に
。
嘗
て
余
が
愛
し
た
る
美
は
し
き
乙
女
あ

り
し
が
（I once loved a fair dam

sel

）
、
其
の
兄
弟
の
者
非
命
に
斃
れ
（w

as slain

）
、
乙
女
の
申
す

に
、
其
下
手
人
は
（w

ho did the deed

）
サ
ー
、
ラ
ン
ス
ロ
ツ
ト
か
ガ
ウ
エ
ー
ン
な
ら
ん
と
の
事
、
し
て
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乙
女
は
余
に
、
王
宮
の
士
共
を
（those of the C

ourt

）
日
毎
に
搜
し
て
（should daily seek out

）
、
其

の
復
讐
に
（as a reprisal

）
死
に
耻
ぢ
を
曝
さ
す
べ
し
（put them

 to a sham
eful death

）
と
約
束
を
さ

せ
ま
し
た
（m

ade m
e prom

ise

）
。
』

　Then m
any barons and knights cam

e to G
areth, begging him

 to spare the life of the R
ed K

night.

（
譯
）
其
時
數
多
の
貴
族
や
士
共
ゲ
ー
レ
ス
の
許
に
來
つ
て
、
赤
の
士
の
命
を
援
け
ん
こ
と
を
彼
に
乞
ふ

て
止
ま
ず
。

　
〝I am

 w
illing to spare his life,

〞 said G
areth, 

〝especially as all the w
rong he has done w

as at a

 lady's request; and he shall go hum
bly to D

am
e Lyonors and ask her pardon, and rem

ove him
self fr

om
 this castle in all haste.  H

e shall also go to the C
ourt, taking his follow

ers w
ith him

, and ask of t

he K
ing pardon for the foul w

rong he has done to knighthood.

〞

（
譯
）
『
（
さ
ら
ば
）
余
は
屑
よ
く
（w

illing

）
其
の
命
を
助
け
や
ら
ん
』
と
ゲ
ー
レ
ス
は
云
つ
た
、

『
特
に
其
の
非
道
の
所
行
は
皆
（all the w

rong he has done
）
婦
人
の
求
め
に
因
る
と
あ
ら
ば
（as

…

…w
as at a lady's request

）
。
し
て
彼
は
身
を
卑
ふ
し
て
（hum

bly
）
リ
オ
ノ
ル
ス
姫
の
許
に
到
り
、
其
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の
赦
罪
を
乞
ひ
（ask her pardon

）
疾
く
々
々
（in all haste

）
此
城
よ
り
立
ち
退
く
べ
き
ぞ
（shall rem

ove him
self from

 this castle

）
。
彼
は
又
家
來
の
者
共
を
引
き
連
れ
て
（taking his follow

ers w
ith him

）

王
宮
に
到
り
、
武
士
の
體
面
を
汚
し
た
る
非
道
の
所
行
に
對
し
（for the foul w

rong he has done to kni

ghthood
）
、
王
の
赦
罪
を
乞
ふ
べ
き
で
あ
る
。
』

（
註
）for the foul w

rong

…
…knighthood 

は
文
字
通
り
に
は
、
彼
が
武
士
道
に
加
へ
た
る
汚
は
し
き

損
害
に
對
し
、
即
ち
武
士
道
を
辱
か
し
め
た
る
に
對
し
、
の
意
な
れ
ど
も
具
體
的
に
云
へ
ば
譯
文
の
如
し
。

　Lyonors w
as so grateful to her cham

pion that he m
ight have m

arried her, but all his heart w
as w

it

h w
ilful Lynette, and soon the w

edding w
as arranged.  K

ing A
rthur received the w

hole party, and w

hen he heard the story he praised G
areth till he m

ade him
 blush.

（
譯
）
リ
オ
ノ
ル
ス
姫
は
己
が
爲
め
に
戰
つ
た
る
勇
士
（her cham

pion

）
に
對
し
、
感
謝
措
く
能
は
ず

で
（so grateful

…
…that

）
、
茲
に
二
人
の
結
婚
が
成
立
た
ず
と
も
限
ら
な
か
つ
た
（he m

ight have m
a

rried her

）
が
、
ゲ
ー
レ
ス
の
心
は
全
く
意
地
張
り
の
リ
ネ
ツ
ト
に
傾
い
て
居
つ
た
の
で
（all his heart 

w
as w

ith w
ilful Lynette

）
、
時
を
移
さ
ず
（soon

）
結
婚
の
用
意
が
出
來
た
（the w

edding w
as arrang

ed

）
。
ア
ー
サ
ー
王
は
主
客
一
同
を
招
待
あ
つ
て
（received the w

hole party

）
、
事
の
次
第
を
聞
こ
し
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召
さ
れ
る
と
、
ゲ
ー
レ
ス
の
顏
の
赧
く
な
る
程
（till he m

ade him
 blush

）
御
褒
め
が
あ
つ
た
。

　Then cam
e the Q

ueen of O
rkney, and she scolded them

 all round for not having know
n G

areth in

 spite of his disguise; but w
hen she heard how

 he had proved him
self, and the charm

ing bride he ha

d w
on, she w

as com
forted, and so all ended happily w

ith w
edding bells.

（
譯
）
其
時
オ
ル
ク
ニ
ー
の
王
妃
も
見
え
て
、
よ
し
身
を
窶
し
て
居
る
に
も
せ
よ
（in spite of his disgu

ise

）
ゲ
ー
レ
ス
と
氣
が
付
か
な
か
つ
た
と
は
と
（for not having know

n G
areth

）
滿
座
の
人
々
を
叱
り

つ
け
た
（scolded them

 all round
）
が
、
我
子
が
常
人
（
た
ゞ
び
と
）
な
ら
ぬ
を
見
せ
た
次
第
（how

 h

e had proved him
self

）
と
、
美
し
い
花
嫁
を
手
に
入
れ
た
次
第
と
を
（how

 the charm
ing bride he had

 w
on

＝how
 he had w

on the charm
ing bride

）
聞
か
せ
ら
れ
て
は
、
（
さ
す
が
に
）
王
妃
も
其
の
氣
色

を
直
ほ
さ
れ
た
（w

as com
forted

）
、
斯
く
て
目
出
度
何
も
か
も
結
婚
の
鐘
で
大
團
圓
と
な
つ
た
（so al

l ended happily w
ith w

edding bells

）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇TH

E EN
D

﹈

80アーサー王物語



81



82アーサー王物語



青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
第
八
篇
　
ア
ー
サ
ー
王
物
語
」
青
年
英
文
學
叢
書
、
三
省
堂
書
店

　
　
　1907
（
明
治40

）
年6

月11

日
発
行

※
底
本
は
横
組
み
で
す
。

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）
を
、
大
振
り
に
つ
く
っ

て
い
ま
す
。

※
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（http://dl.ndl.go.jp

）
で
公
開
さ
れ
て
い
る
当
該
書
籍
画
像
に

基
づ
い
て
、
作
業
し
ま
し
た
。

※
底
本
の
表
紙
に
は
、
「
菅
野
徳
助
　
奈
倉
次
郎
　
訳
註
」
と
あ
り
ま
す
。

入
力
：
林
清
俊

校
正
：
考
奈
花

2011

年3

月8

日
作
成

2016

年7

月19

日
修
正

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

83



こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ

ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。

84アーサー王物語



アーサー王物語
KING ARTHUR'S ROUND TABLE

２０２０年　７月１８日　初版

奥　付

発行 青空文庫

著者 テニソン　Tennyson
URL http://www.aozora.gr.jp/
E-Mail info@aozora.gr.jp

作成 青空ヘルパー　　赤鬼@BFSU
URL http://aozora.xisang.top/
BiliBili https://space.bilibili.com/10060483

Special Thanks
　青空文庫　威沙　
　　　

青空文庫を全デバイスで楽しめる青空ヘルパー http://aohelp.club/
※この本の作成には文庫本作成ツール『威沙』を使用しています。

http://tokimi.sylphid.jp/


